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（百万円未満切捨て） 
１．19 年 12 月期の連結業績（平成 19 年１月１日～平成 19 年 12 月 31 日） 
(1)連結経営成績                                （％表示は対前期増減率） 
 売 上 高     営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％

19 年 12 月期 
18 年 12 月期 

409,521  24.9 
327,821  33.3 

16,056  30.3
12,321   4.1

17,493  32.3 
13,225   7.9 

9,375  23.8
7,570   3.6

 

 
１株当たり 

当期純利益 

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益

自 己 資 本 

当期純利益率 

総 資 産 

経常利益率 

売 上 高 

営業利益率 

  円 銭  円 銭 ％ ％ ％

19 年 12 月期 
18 年 12 月期 

88.29 
82.22 

－ 
－ 

3.7 
3.6 

5.6 
5.1 

3.9 
3.8 

(参考) 持分法投資損益 19 年 12 月期  602 百万円  18 年 12 月期 △18 百万円 

 
(2)連結財政状態 

 総 資 産      純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭

19 年 12 月期 
18 年 12 月期 

315,672 
304,907 

254,025 
250,463 

80.5 
82.1 

2,391.83 
2,358.05 

(参考) 自己資本 19 年 12 月期 253,960 百万円  18 年 12 月期 250,408 百万円 

 
(3)連結キャッシュ･フローの状況 

 
営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円

19 年 12 月期 
18 年 12 月期 

33,000 
21,806 

△ 23,306 
△ 14,956 

3,586 
△  9,244 

35,564 
22,284 

 
２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

（基準日） 中間期末 期末 年間 

配当金総額

（年間） 

配当性向 

（連結） 

純資産 

配当率 

（連結） 

  円 銭  円 銭  円 銭 百万円 ％ ％

18 年 12 月期 
19 年 12 月期 

20.00 
21.00 

22.00 
22.00 

42.00 
43.00 

3,896 

4,565 

51.1 

48.7 

1.8 

1.8 

20 年 12 月期 
（予想） 

21.00 22.00 43.00  45.2  

 
３．20 年 12 月期の連結業績予想（平成 20 年１月１日～平成 20 年 12 月 31 日） 

（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり 

当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

中 間 期 
通 期 

199,700 
425,000 

3.5 
3.8 

4,400
17,000

6.3
5.9

5,000
18,500

3.1
5.8

2,200 
10,100 

△18.2 
7.7 

20.71 
95.12 
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４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無 
 
(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項の変更に記載されるもの） 
① 会計基準等の改正に伴う変更  有 
② ①以外の変更   有 
（注）詳細につきましては、17～19 ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」および

「表示方法の変更」をご覧ください。 
 
(3) 発行済株式数（普通株式） 

①期末発行済株式数(自己株式を含む)  19 年 12 月期 111,125,714 株  18 年 12 月期 111,125,714 株 
②期末自己株式数           19 年 12 月期  4,947,870 株  18 年 12 月期  4,932,815 株 
（注）１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数につきましては、29 ページ「１株当た

り情報」をご覧ください。 
 
(参考)個別業績の概要 
 

１．19 年 12 月期の個別業績(平成 19 年１月１日～平成 19 年 12 月 31 日) 
(1)個別経営成績                             （％表示は対前期増減率） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％

19 年 12 月期 
18 年 12 月期 

214,862  12.1 
191,632    2.5 

7,183   56.8
4,581 △61.4

7,837   45.0 
5,406 △56.7 

5,432   57.9
3,439 △56.7

 
 １株当たり 

当期純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益 
 円 銭 円 銭

19 年 12 月期 
18 年 12 月期 

51.16 
37.35 

－ 

－ 
 

(2)個別財政状態 

 総 資 産      純 資 産      自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭

19 年 12 月期 
18 年 12 月期 

304,987 
270,398 

243,470 
243,491 

79.8 
90.0 

2,293.03 
2,292.91 

(参考) 自己資本 19 年 12 月期 243,470 百万円  18 年 12 月期 243,491 百万円 

 
 
２．20 年 12 月期の個別業績予想（平成 20 年１月１日～平成 20 年 12 月 31 日） 

（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率）  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％  円 銭

中 間 期 
通    期 

117,500 
236,700 

15.8 
10.2 

14,700
16,700

185.1
132.5

15,000
17,000

171.5
116.9

14,400
16,100

191.0 
196.4 

135.62 
151.63 

 
 
 
※ 業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって業績予想とは大きく異なる可能性があります。業績予想に関す
る事項につきましては、決算短信 ５ページ「１．経営成績（1）経営成績に関する分析（次期の見通し）」
をご覧ください。 
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主要な連結経営指標等の推移          

期  別 

項  目 

平成15年12月期
自 平成15年１月１日
至 平成15年12月31日

平成16年12月期
自 平成16年１月１日
至 平成16年12月31日

平成17年12月期
自 平成17年１月１日
至 平成17年12月31日

平成18年12月期 
自 平成18年１月１日 
至 平成18年12月31日 

平成19年12月期
自 平成19年１月１日
至 平成19年12月31日

売 上 高 (百万円) 240,825 253,248 245,874 327,821 409,521 

売 上 高 伸 長 率 (％) △     2.8 5.2 △  2.9 33.3 24.9 

営 業 利 益 (百万円) 19,638 16,860 11,830 12,321 16,056 

売 上 高 営 業 利 益 率 (％) 8.2 6.7    4.8 3.8 3.9 

経 常 利 益 (百万円) 19,895 17,065 12,256 13,225 17,493 

売 上 高 経 常 利 益 率 (％) 8.3 6.7     5.0 4.0 4.3 

税金等調整前当期純利益 (百万円) 17,985 14,659 12,201 13,108 14,254 

売上高税金等調整前当期純利益率 (％) 7.5 5.8 5.0 4.0 3.5 

当 期 純 利 益 (百万円) 9,380 8,564 7,305 7,570 9,375 

売 上 高 当 期 純 利 益 率 (％) 3.9 3.4 3.0 2.3 2.3 

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 (円) 116.25 108.80 93.42 82.22 88.29 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 (円) － 108.62 93.27 － － 

自 己 資 本 当 期 純 利 益 率 (％) 5.7 5.2 4.3 3.6 3.7 

総 資 産 経 常 利 益 率 (％) 9.7 8.3 5.9 5.1 5.6 

総 資 産 (百万円) 204,180 207,216 208,711 304,907 315,672 

純 資 産 (百万円) 165,454 167,036 173,608 250,463 254,025 

自 己 資 本 比 率 (％) 81.0 80.6 83.2 82.1 80.5 

１ 株 当 た り 純 資 産 (円) 2,089.94 2,149.99 2,228.79 2,358.05 2,391.83 

株 価 収 益 率 (倍) 18.1 24.2 29.5 33.5 28.0 

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 18,423 21,502 16,607 21,806 33,000 

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △  20,852 △  14,592 △  15,256 △  14,956 △ 23,306 

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △  11,107 △   6,991 △   2,901 △   9,244 3,586 

現金及び現金同等物の期末残高 (百万円) 21,869 21,788 20,238 22,284 35,564 
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１．経営成績 

 （1）経営成績に関する分析  

（当期の経営成績） 

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益の継続的な改善のもと、設備投資の増加、雇用情勢の改善

等緩やかな拡大が続きました。しかし、原油価格の高騰やサブプライムローン問題による金融市場の混乱も相

まって、先行きは不透明な状況で推移いたしました。 

清涼飲料業界におきましては、暖冬や梅雨明け後の記録的猛暑など天候にも恵まれ、市場はプラス成長とな

りましたが、原油をはじめとする原材料価格の高騰など厳しい環境の中、清涼飲料各社間の販売競争は熾烈さ

を増しております。 

当社グループはこのような厳しい経営環境の中で、すべての価値基準を「お客さま基点」として、常に競合

を上回る価値を提供し続け、10年、20年、30年と成長・発展し続けるべく策定した、中期経営計画「Ｗ'ing」

の達成に向け、グループ一丸となって種々の活動に取り組みました。 

まず、グループの組織運営体制の見直しを行い、マーケットに近い販売機能はエリア単位に、専門性の高い

製造・物流機能は機能単位に集約し、グループ経営を推進する体制を構築いたしました。具体的には、従来、

近畿コカ・コーラボトリング株式会社が管轄していた近畿エリアにおける製造・物流機能を当社に移管し、 

コカ・コーラウエストジャパン株式会社と同様、近畿コカ・コーラボトリング株式会社を販売機能に特化でき

る体制といたしました。また、当社グループにおいて物流を担当していたコカ・コーラウエストジャパン 

ロジスティクス株式会社、関西ロジスティクス株式会社および三笠ロジスティク株式会社の３社を統合し、新

会社コカ・コーラウエストロジスティクス株式会社としてスタートさせ、各社のベストプラクティスの共有お

よび管理・間接部門の集約等による物流機能強化を推進しております。さらに、当社グループにおいて製造を

担当する、コカ・コーラウエストジャパンプロダクツ株式会社および近畿コカ・コーラプロダクツ株式会社の

２社につきましては、両社が保有するノウハウを共有することにより、商品品質および生産性をより一層向上

させることを目的として、平成20年１月１日に合併し、新会社コカ・コーラウエストプロダクツ株式会社とし

てスタートしております。 

次に、ザ コカ・コーラカンパニーと全国コカ・コーラボトラーの共同出資により設立したコカ・コーラ 

アイ・ビー・エス株式会社と協働し、全国コカ・コーラボトラーのモデルとなる基幹システムの構築を進めて

おります。この取り組みは、近畿コカ・コーラボトリング株式会社との経営統合の効果を創出すべく、各社ご

とに異なる業務プロセスおよび情報システムの標準化をはかるためのものであります。 

営業面につきましては、積極的な新商品の導入やキャンペーンの実施により、基幹ブランドである 

「コカ・コーラ」「ジョージア」「爽健美茶」「アクエリアス」の徹底強化をはかりました。中でも、世界 

Ｎｏ．１のブランド価値を有する「コカ・コーラ」につきましては、世界的に展開している「コカ・コーラゼロ」

の投入など積極的なマーケティングを行い、コカ･コーラブランドトータルで売上げを大きく伸ばしました。 

また、変化する経営環境の中で次世代においても成長し続けるための先進的な営業・販売体制を構築するた

め、マーケティングおよびベンディングに関する次世代モデルプロジェクトを発足させ検討を開始いたしまし

た。 

ＣＳＲ（社会的責任）推進活動といたしましては、新たなグループ経営体制のもとすべてのステークホル

ダーとの信頼関係を構築すべく、コンプライアンス、品質保証、リスク管理におけるグループ統一の原則・

ルールを策定するとともに、各々の推進体制を整備いたしました。環境への取り組みといたしましては、平成

18年の佐賀県鳥栖市に続き、鳥取県伯耆町、京都府宇治田原町、滋賀県愛荘町に「さわやか自然の森」を設立

し、水源涵養林保全活動を拡大するとともに、循環型社会の構築を目指し、廃棄自動販売機リサイクル施設の

建設に着工するなど積極的な取り組みを推進いたしました。 

以上のような活動に加え、当社は、営業エリアが隣接する南九州コカ・コーラボトリング株式会社と資本業

務提携契約を締結し、平成19年４月３日付で同社を持分法適用の関連会社といたしました。この提携の効果を

創出すべく、マーケティング、サプライチェーンおよび購買など各分野において協働の取り組みを推進してお

ります。 
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これらの結果、当連結会計年度における当社グループの売上高は、4,095億２千１百万円（前連結会計年度

比24.9％増）となりました。利益面につきましては、営業利益は160億５千６百万円（同比30.3％増）、経常

利益は174億９千３百万円（同比32.3％増）ならびに当期純利益は93億７千５百万円（同比23.8％増）となり

ました。 

 

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

飲料・食品の製造・販売事業 

まず、商品戦略としましては、基幹ブランドである「コカ・コーラ」「ジョージア」「爽健美茶」「アク

エリアス」の徹底強化をはかるべく新商品の導入や各種キャンペーンを積極的に実施いたしました。 

「コカ・コーラ」につきましては、新商品「コカ・コーラゼロ」を投入するとともに、新たなキャンペーン

を展開いたしました。「ジョージア」につきましては、新商品として「ヴィンテージレーベル」や「カフェ

エスプレッソ」の投入を行うとともに、「アクエリアス」につきましては、栄養補給という新しい機能の

「アクエリアス ビタミンガード」を投入いたしました。また、「第11回 ＩＡＡＦ 世界陸上競技選手権 大

阪大会2007」のオフィシャルスポンサーとしてのメリットを最大限に活用した広報活動および販売促進活動

の展開を行い、ブランドイメージの向上およびセールスの拡大をはかりました。さらに市場成長の著しいミ

ネラルウォーターに関しては、「アクアセラピー ミナクア 天然水」を発売し、セールスおよびマーケット

シェアの拡大に努めました。 

また、ザ コカ・コーラカンパニーおよび日本コカ・コーラ株式会社との戦略的パートナーシップに基づ

き、コカ・コーラビジネスの持続的成長のための徹底した検討を行うマネジメントミーティングやマーケ

ティングフォーラムの開催ならびに営業体制改革に関する協働プロジェクトなどの取り組みを推進いたしま

した。 

これらの結果、当連結会計年度のセグメント間消去前売上高は3,972億３千６百万円（前連結会計年度比

24.8％増）、営業利益は266億４千万円（同比24.5％増）となりました。 

その他の事業 

その他の事業は、食品の加工、酒類の製造・販売、保険代理業、リース業、不動産事業、外食・物販事業

で構成されております。その他の事業におきましては、平成18年７月１日付の経営統合により、車両整備業、

不動産事業、外食・物販事業を営む会社が新たに加わりましたが、経営資源を飲料ビジネスに集中させるこ

とを目的に、車両整備業を営む株式会社セイコーコーポレートジャパンの全株式を譲渡いたしました。 

これらの結果、当連結会計年度のセグメント間消去前売上高は126億５千９百万円（前連結会計年度比

29.6％増）、営業利益は６億７千５百万円（同比45.8％増）となりました。 

 

なお、当連結会計年度より事業の種類別セグメントの事業区分を変更したため、前連結会計年度比較にあ

たっては、前連結会計年度の業績を変更後の事業区分に組み替えて行っております。 

 

（次期の見通し） 

今後の見通しにつきましては、11ページ「３．経営方針 （4）会社の対処すべき課題」に記載のとおりで

あります。 

なお、次期の業績につきましては、売上高4,250億円（前連結会計年度比3.8％増）、営業利益170億円（同

比5.9％増）、経常利益185億円（同比5.8％増）ならびに当期純利益101億円（同比7.7％増）を見込んでおり

ます。 

 

（2）財政状態に関する分析  

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況等につきましては、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、330億円のプラス（前連結会計年度比51.3％増）となりました。 

昨年７月１日付の近畿コカ・コーラボトリング株式会社との経営統合による規模（営業エリア等）の拡大

に伴う増加などにより、当連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度に比べ

111億９千３百万円増加しております。 
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、233億６百万円のマイナス（同比55.8％増）となりました。 

当社は、営業エリアの隣接する南九州コカ･コーラボトリング株式会社と資本業務提携契約を締結し、平

成19年４月３日付で同社が実施した第三者割当増資を引き受け、同社を持分法適用の関連会社といたしまし

た。この第三者割当増資引き受けにより108億２千９百万円の支出が発生いたしました。これが主要因とな

り、当連結会計年度の投資活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度に比べ83億４千９百万円支出

が増加しております。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、35億８千６百万円のプラスとなりました。 

南九州コカ･コーラボトリング株式会社が実施した第三者割当増資を引き受けるため、その資金調達手段

として銀行借入（短期借入金105億円）を行いました。これが主要因となり、当連結会計年度の財務活動に

よるキャッシュ・フローは、前連結会計年度に比べ128億３千万円のプラスとなりました。 

以上の結果、当連結会計年度における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ132億８千万円増加

し、355億６千４百万円（同比59.6％増）となりました。 

   なお、連結ベースのキャッシュ・フロー指標の推移は、次のとおりであります。 

 平成15年12月期
自 平成15年１月１日
至 平成15年12月31日

平成16年12月期
自 平成16年１月１日
至 平成16年12月31日

平成17年12月期
自 平成17年１月１日
至 平成17年12月31日

平成18年12月期 
自 平成18年１月１日 
至 平成18年12月31日 

平成19年12月期
自 平成19年１月１日
至 平成19年12月31日

自 己 資 本 比 率 (％) 81.0 80.6 83.2 82.1 80.5 

時価ベースの自己資本比率 (％) 81.4 98.6 102.8 96.0 83.2 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 0.0 0.0 － 0.2 0.4 

インタレスト・カバレッジ・レシオ 894.9 2,402.0 － 589.3 285.4 

（注）各指標の算出方法は次のとおりであり、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

   ・自己資本比率：自己資本／総資産 

   ・時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

   ・キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

有利子負債は、連結貸借対照表に計上している借入金の他、利子を支払っているすべての負債を対象と

しております。 

営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使

用しております。 

   ・インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

 

（3）利益配分に関する基本方針および当期・次期の配当 

当社は、当社グループの経営理念において「継続的な成長により株主の信頼や期待に応えます」と掲げ、株

主のみなさまへ安定配当を継続することを基調とし、積極的な利益還元を実施することを利益配分に関する基

本方針としております。 

配当につきましては、安定的に配当を行うことを最優先とし、業績や内部留保を総合的に勘案のうえ、中間

配当および期末配当の年２回、剰余金の配当を実施してまいります。当社は、取締役会の決議により、毎年６

月30日を基準日として、中間配当をすることができる旨を定款に定めております。したがって、剰余金の配当

の決定機関は、期末配当については株主総会、中間配当については取締役会となります。 

平成19年12月期におきましては、通期の業績および今後の経営環境を勘案し、期末配当金につきましては、

１株につき22円を予定しております。これにより、すでに実施しております中間配当金21円とあわせました年

間配当金は、前年より１円増配の43円となる予定であります。なお、本件につきましては、平成20年３月25日

開催の当社第50回定時株主総会の決議を経て決定する予定であります。 

内部留保金につきましては、財務体質の強化をはかるだけでなく、自動販売機等営業資産の拡充や業務効率

等のための投資などにも活用し、さらなる企業価値の向上を追求してまいります。 



 

 

コカ・コーラウエストホールディングス㈱（2579） 平成19年12月期 決算短信 

 

 

 

7

２．企業集団の状況 

当社グループは、当社（コカ・コーラウエストホールディングス株式会社）、子会社21社、関連会社４社によ

り構成されており、飲料・食品の製造・販売を主たる業務としております。 

 また、株式会社リコーはその他の関係会社であります。 

当社グループの事業内容および当社と関係会社の当該事業に係る位置付けは次のとおりであり、事業区分は事

業の種類別セグメント情報の区分と同一であります。 

なお、当連結会計年度より事業の種類別セグメントの事業区分を変更しております。変更の内容につきまして

は、「４．連結財務諸表 連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報）」に記載のとおりであります。 

 
（1）飲料・食品の製造・販売事業 

飲料・食品の販売 

  当社、コカ・コーラウエストジャパン株式会社、近畿コカ・コーラボトリング株式会社、三笠コカ・コーラ

ボトリング株式会社、西日本ビバレッジ株式会社、コカ・コーラウエストジャパンベンディング株式会社、 

関西ビバレッジサービス株式会社、株式会社ネスコ、株式会社カディアック、三笠ビバレッジサービス株式会社、

南九州コカ・コーラボトリング株式会社、コカ・コーラカスタマーマーケティング株式会社、株式会社エフ・

ヴィ・コーポレーションが行っております。 

 
飲料の製造 

当社、コカ・コーラウエストジャパンプロダクツ株式会社、近畿コカ・コーラプロダクツ株式会社、 

コカ・コーラウエスト大山プロダクツ株式会社、南九州コカ・コーラボトリング株式会社、コカ・コーラ 

ナショナルビバレッジ株式会社が行っております。 

 
貨物自動車運送業 

コカ・コーラウエストロジスティクス株式会社が行っております。 

     
自動販売機関連事業 

コカ・コーラウエストジャパンカスタマーサービス株式会社、関西ビバレッジサービス株式会社、三笠サー

ビス株式会社が行っております。 

 
 (2) その他の事業 

食品の加工 

株式会社ニチベイが行っております。 

 
酒類の製造・販売 

鷹正宗株式会社が行っております。 

 
保険代理業、リース業 

ウエストジャパンサービス株式会社が行っております。 

 
不動産事業 

株式会社レックスエステートが行っております。 

 
外食・物販事業 

株式会社シーアンドシー、株式会社秋吉システムズが行っております。 

 
なお、株式会社リコーは複写機器・情報機器・光学機器等の製造・販売を行っております。 

 

（注）コカ・コーラウエストジャパンプロダクツ株式会社は、平成20年１月１日付で近畿コカ・コーラプロ

ダクツ株式会社を吸収合併し、コカ・コーラウエストプロダクツ株式会社に社名を変更しております。 
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（事業系統図） 

  以上に述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）無印 連結子会社 

   ＊１ 持分法適用関連会社 

   ＊２ その他の関係会社 

西日本ビバレッジ㈱

コカ・コーラウエストジャパン
ベ ン デ ィ ン グ ㈱

関西ビバレッジサービス㈱

㈱ ネ ス コ

㈱ カ デ ィ ア ッ ク

三笠ビバレッジサービス㈱

飲 料 ・ 食 品 の 販 売
お

客

さ

ま

・

お

得

意

さ

ま

製造 
委託 

  飲料

飲料・
食品

㈱レックスエステート

不 動 産 事 業
不動産
賃貸 

酒 類 の 製 造 ・ 販 売

鷹 正 宗 ㈱

酒類 

㈱ リ コ ー

コカ・コ ーラカ スタマー
マ ー ケ テ ィ ン グ ㈱

＊１

＊２

保険代理業、リース業

ウ エ ス ト ジ ャ パ ン サ ー ビ ス㈱

リース

飲料

㈱エフ・ヴィ・コーポレーション ＊１

食 品 の 加 工

㈱ ニ チ ベ イ

加工 

飲

料

・

食

品

の

製

造

・

販

売

事

業

そ

の

他

の

事

業

飲料・ 
食品 

飲料の製造 

コカ・コーラウエストジャパン
プ ロ ダ ク ツ ㈱

近畿コカ・コーラプロダクツ㈱

コカ・コーラウエスト大山
プ ロ ダ ク ツ ㈱

飲料

運送

コ カ ・ コ ー ラ ウ エ ス ト
ロ ジ ス テ ィ ク ス ㈱

貨 物 自 動 車 運 送 業

製造委託 

外 食 ・ 物 販 事 業

㈱ シ ー ア ン ド シ ー

㈱ 秋 吉 シ ス テ ム ズ

外食・ 
物販 

コ

カ

・

コ

ー

ラ

ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱

近

畿

コ

カ

・

コ

ー

ラ

ボ

ト

リ

ン

グ

㈱

三
笠
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ボ

ト

リ

ン

グ

㈱

コカ・コーラウエストジャパン
カ ス タ マ ー サ ー ビ ス ㈱

関西ビバレッジサービス㈱

三 笠 サ ー ビ ス ㈱

自動販売機関連事業 修理修理

  飲料

製造 
委託 

  飲料 

＊１ 

 ＊１

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ビ

バ

レ

ッ

ジ

㈱

 飲料

運送

飲料・食品

コ

カ

・

コ

ー

ラ

ウ

エ

ス

ト

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

㈱

南九州コカ・コーラボトリング㈱

  飲料 
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（関係会社の状況） 

当連結会計年度において、以下の会社が新たに当社の持分法適用関連会社となりました。 

名称 住所 資本金 主要な事業の内容 
議決権の所有

割合 
関係内容 

持分法適用関連会社 
 
南九州コカ・コーラ 
ボトリング株式会社 

熊本県 
熊本市 

6,388百万円 飲料・食品の製造・
販売 

20.0％ 役員の兼任等 … 有 
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３．経営方針 

（1）会社の経営の基本方針 

当社グループは、「飲料ビジネスの未来を創造します」と定めた経営理念のもと、お客さま、社員、株主の

みなさま、そして、社会と環境に高い価値を提供し続けることで、将来にわたって企業価値を向上し続けてい

くことを経営の基本方針としております。 

なお、経営理念の内容は、次のとおりであります。 

 
（2）目標とする経営指標 

 当社グループの目標とする平成20年12月期連結会計年度の経営指標は、総資産経常利益率（ＲＯＡ）を

6.0％、自己資本当期純利益率（ＲＯＥ）を4.0％にそれぞれ設定しております。 

 

（3）中長期的な会社の経営戦略 

当社グループは、今後さらに厳しくなると予想される環境において、すべての価値基準を「お客さま基点」

として、常に競合を上回る価値を提供し続けることにより、10年、20年、30年と成長・発展し続けるため、平

成19年から平成21年までの３ヵ年における中期経営計画「Ｗ'ing」を掲げ、その達成に向け取り組んでおりま

す。 

 

 

私たちは、

お客さまに喜んでいただける商品・サービスをお届けします
　　　　　　
社員一人ひとりの働きがいと生活を大切にします

継続的な成長により株主の信頼や期待に応えます

社会や環境とのつながりを育みます

飲料ビジネスの未来を創造します飲料ビジネスの未来を創造します

ｰコカ・コーラウエストグループ経営理念－

私たちは、

お客さまに喜んでいただける商品・サービスをお届けします
　　　　　　
社員一人ひとりの働きがいと生活を大切にします

継続的な成長により株主の信頼や期待に応えます

社会や環境とのつながりを育みます

飲料ビジネスの未来を創造します飲料ビジネスの未来を創造します

ｰコカ・コーラウエストグループ経営理念－
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この中期経営計画「Ｗ'ing」において３ヵ年で達成すべきグループビジョンは、「社員と会社の強い信頼関

係」のもと「｢お客さま基点｣への変革」を果たし、競合を圧倒的に上回る成長と確固たる収益基盤の確立を実

現することにより、名実ともに「世界のリーディングボトラー」となることと定めております。 

また、中期経営計画「Ｗ'ing」を実現するためのグループ戦略は、次のとおりであります。 

① ザ コカ・コーラカンパニーおよび日本コカ・コーラ株式会社との戦略的パートナーシップ強化による新

たなボトラーへの進化 

ザ コカ・コーラカンパニーおよび日本コカ・コーラ株式会社との戦略的パートナーシップ体制の構築に

より、お客さま基点によるマーケティング戦略立案から製造・物流・販売までの一気通貫したプロセスをつ

くりあげるとともに、今後の新たな成長機会の獲得を目的として、未参入領域における新商品と売り方の開

発に取り組みます。 

② 競合を上回る「お客さま基点」活動によるセールス・収益の拡大 

我々のビジネスの原点であるお客さま基点での事業活動をより強化するため、お客さまの声を会社の運営

サイクルに組み込む仕組みづくりを行います。 

また、収益を伴った新たな成長をはかるべく、ベンディングビジネスの再構築とカスタマーマネジメント

の質的向上に取り組みます。 

③ 経営統合を活かした機能強化、効率化 

まず、経営のスピードを上げ、健全な経営サイクルを回すため、意思決定・報告・監督機能の仕組みの整

備・充実をはかります。 

次に、マーケットの変化への機敏かつ柔軟な対応と徹底したローコスト体制を両立できるよう、グループ

経営体制の効率化および業務品質の向上をはかります。 

④ 人材・組織の能力基盤強化 

会社の基盤は人材であるという観点から、社員のやりがい、働きがいを引き出す人事諸制度の整備および

人材開発を推進します。 

 

（4）会社の対処すべき課題 

今後の見通しにつきましては、株価低迷や原材料・原油等の高騰ならびに清涼飲料各社の生き残りをかけた

競争の激化など、当社グループを取り巻く経営環境はさらに厳しくなることが見込まれます。 

このような状況の中、当社グループは、すべての価値基準を「お客さま基点」として、常に競合を上回る価

値を提供し続けることにより、10年、20年、30年と成長・発展し続けるべく策定した平成19年から平成21年ま

での中期経営計画「Ｗ'ing」の達成に向けて継続した活動を展開してまいります。 

まず、ザ コカ・コーラカンパニーおよび日本コカ・コーラ株式会社との協働関係をさらに進化させ、お

客さま基点の組織・運営体制をさらに充実させてまいります。 

また、変化の著しい経営環境の中で次世代においても成長し続けるために、マーケティング、ベンディン

グおよびサプライチェーン等各分野における先進的な戦略および組織体制を構築してまいります。 

さらに、環境を中心としたＣＳＲ（社会的責任）経営をさらに推進し、あらゆるステークホルダーから信

頼される企業づくりに全力を尽くしてまいります。 
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４．連結財務諸表 

（1）連結貸借対照表 

   （百万円未満切捨）

 平成18年12月期（Ａ） 
(平成18年12月31日) 

平成19年12月期（Ｂ） 
(平成19年12月31日) 

期  別 

 

科  目 金 額 構 成 比 金 額 構 成 比 

増  減  額 
（Ｂ）－（Ａ） 

 

（ 資 産 の
 

部 ） ％ ％ 

Ⅰ 流 動 資 産  

 １． 現 金 及 び 預 金 16,311  19,567  3,255 

 ２． 受取手形及び売掛金※１ 22,280  23,064  783 

 ３． 有 価 証 券 10,668  19,407  8,739 

 ４． た な 卸 資 産 11,778  11,721  △   57 

 ５． 繰 延 税 金 資 産 2,200  2,143  △   57 

 ６． そ の 他 15,031  15,420  389 

  貸 倒 引 当 金 △   97  △   103  △    6 

 流 動 資 産 合 計 78,173 25.6 91,220 28.9 13,046 

Ⅱ 固 定 資 産  

 １． 有 形 固 定 資 産※３ 

   (1) 建物及び構築物 35,617  35,192  △   425 

   (2) 機械装置及び運搬具 20,134  20,181  46 

   (3) 販 売 機 器 30,857  27,285  △  3,571 

   (4) 土 地 57,366  56,709  △   656 

   (5) 建 設 仮 勘 定 56  672  615 

   (6) そ の 他 2,211  1,992  △   219 

   有形固定資産合計 146,243 48.0 142,033 45.0 △  4,209 

 ２． 無 形 固 定 資 産 5,730 1.9 4,719 1.5 △  1,010 

 ３． 投資その他の資産      

   (1) 投 資 有 価 証 券※２ 53,277  55,794  2,517 

   (2) 繰 延 税 金 資 産 4,703  3,596  △  1,107 

   (3) 前 払 年 金 費 用 10,406  12,732  2,326 

   (4) そ の 他 6,967  6,147  △   820 

    貸 倒 引 当 金 △   594  △   572  22 

   投資その他の資産合計 74,760 24.5 77,698 24.6 2,938 

   固 定 資 産 合 計  226,734 74.4 224,452 71.1 △  2,281 

  資 産 合 計  304,907 100.0 315,672 100.0 10,765 

 

                       

 

 

12



 

 

コカ・コーラウエストホールディングス㈱（2579） 平成19年12月期 決算短信 

                       

 

 

13

   （百万円未満切捨）

 平成18年12月期（Ａ） 
(平成18年12月31日) 

 平成19年12月期（Ｂ） 
(平成19年12月31日) 

期  別 

 

科  目 金 額 構 成 比 金 額 構 成 比 

増  減  額 
（Ｂ）－（Ａ） 

 

（ 負 債 の
 

部 ） ％ ％ 

Ⅰ 流 動 負 債  

 １． 支払手形及び買掛金※１ 3,828  5,222  1,394 

 ２． 短 期 借 入 金 －  10,500  10,500 

 ３． 1年以内に返済する長期借入金 2,300  2,000  △   300 

 ４． 未 払 法 人 税 等 2,674  3,270  595 

 ５． 未 払 金 13,866  13,638  △   228 

 ６． 設 備 支 払 手 形 702  87  △   614 

 ７． そ の 他 7,059  7,380  320 

 流 動 負 債 合 計 30,431 10.0 42,099 13.3 11,667 

Ⅱ 固 定 負 債  

 １． 長 期 借 入 金 2,000  －  △  2,000 

 ２． 繰 延 税 金 負 債 11,122  9,040  △  2,082 

 ３． 退 職 給 付 引 当 金 4,770  5,180  410 

 ４． 役 員 退 職 引 当 金 249  65  △   183 

 ５． 負 の の れ ん 1,867  1,452  △   414 

 ６． そ の 他 4,002  3,809  △   193 

 固 定 負 債 合 計 24,012 7.9 19,548 6.2 △  4,464 

 負 債 合 計 54,444 17.9 61,647 19.5 7,203 

 
 

（ 純 資 産 の
 

部 ）  

Ⅰ 株 主 資 本  

 １． 資 本 金 15,231 5.0 15,231 4.8 － 

 ２． 資 本 剰 余 金 109,072 35.8 109,074 34.6 2 

 ３． 利 益 剰 余 金 135,623 44.5 140,432 44.5 4,809 

 ４． 自 己 株 式 △  11,229 △  3.7 △ 11,271 △ 3.6 △   41 

 株 主 資 本 合 計 248,697 81.6 253,467 80.3 4,769 

Ⅱ 評価・換算差額等    

 １． その他有価証券評価差額金 1,604 0.5 488 0.2 △  1,115 

 ２． 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 106 0.0 4 0.0 △   102 

 評価・換算差額等合計 1,710 0.5 492 0.2 △  1,218 

Ⅲ 少 数 株 主 持 分  54 0.0 64 0.0 9 

 純 資 産 合 計 250,463 82.1 254,025 80.5 3,561 

 負 債 純 資 産 合 計 304,907 100.0 315,672 100.0 10,765 
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（2）連結損益計算書 

  （百万円未満切捨）

増       減 

（Ｂ）－（Ａ） 
期  別 

 

科  目 

平成18年12月期（Ａ）

自  平成18年１月１日

至  平成18年12月31日

平成19年12月期（Ｂ）

自  平成19年１月１日

至  平成19年12月31日 金 額 増 減 率

    ％

 Ⅰ 売 上 高  （     327,821） （     409,521） （  81,699）（  24.9）

 Ⅱ 売 上 原 価  （     186,265） （     234,313） （  48,047）（  25.8）

 売 上 総 利 益  141,556 175,208 33,651 23.8 

 Ⅲ 販売費及び一般管理費  ※１ （     129,235） （     159,151） （  29,916）（  23.1）

 営 業 利 益  12,321 16,056 3,734 30.3 

 Ⅳ 営 業 外 収 益  （       1,836） （       2,433） （      597）（   32.5）

  １． 受 取 利 息  399 427 28  

  ２． 受 取 配 当 金  248 269 20  

  ３． 負 の の れ ん 償 却 額  256 414 158  

  ４． 持分法による投資利益  － 602 602  

  ５． 不 動 産 賃 貸 料  110 149 39  

  ６． そ の 他  822 569 △  252  

 Ⅴ 営 業 外 費 用  （         932） （         996） （       64）（    6.9）

  １． 支 払 利 息  38 114 76  

  ２． 持分法による投資損失  18 － △   18  

  ３． 固 定 資 産 除 却 損 593 586 △   7  

  ４． 不 動 産 賃 貸 原 価 38 56 17  

  ５． そ の 他 242 238 △   3  

 経 常 利 益 13,225 17,493 4,268 32.3 

 Ⅵ 特 別 利 益  （       1,569） （         671） （△  898）（△ 57.2）

  １． 固 定 資 産 売 却 益 ※２ 954 277 △  677  

  ２． 投資有価証券売却益 586 57 △  529  

  ３． 国 庫 補 助 金 等 収 入 28 336 307  

 Ⅶ 特 別 損 失  （       1,686） （       3,910） （    2,223）（  131.8）

  １． 固 定 資 産 売 却 損  ※３ 95 － △   95  

  ２． 減 損 損 失 ※４ － 282 282  

  ３． 台 風 災 害 損 失 48 － △   48  

  ４． 固定資産除却補償金 120 289 168  

  ５． 投資有価証券売却損 60 － △   60  

  ６. 投資有価証券評価損 19 2,252 2,233  

  ７. ゴルフ会員権等評価損 － 57 57  

  ８. 経 営 統 合 関 連 費 用 1,131 － △ 1,131  

  ９. グループ再編関連費用 － 279 279  

  10. 地 震 対 策 費 用 74 555 481  

  11. 品 質 問 題 対 策 損 失 137 193 56  

 税金等調整前当期純利益 13,108 14,254 1,146 8.7 

 法人税、住民税及び事業税 3,237 5,034 1,796  

 法 人 税 等 調 整 額 2,389 △  167 △ 2,557  

 少数株主利益又は少数株主損失(△) △   89 12 101  

 当 期 純 利 益 7,570 9,375 1,804 23.8 
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（3）連結株主資本等変動計算書 

平成18年12月期（自  平成18年１月１日  至  平成18年12月31日） （百万円未満切捨）

株主資本 評価・換算差額等 

 
資 本 金

資 本 

剰 余 金 

利 益

剰 余 金
自己株式

株主資本

合  計

その他有

価証券評

価差額金

繰 延
ヘ ッ ジ
損 益

評 価 ・ 

換算差額 

等 合 計 

少数株主

持  分

純 資 産

合 計

平成17年12月31日 

残高 
15,231 35,399 131,982 △11,442 171,171 2,437 － 2,437 4,394 178,002

連結会計年度中の 

変動額 
  

 新 株 の 発 行 － 73,672 － － 73,672 － － － － 73,672

 剰 余 金 の 配 当 － － △ 3,867 － △ 3,867 － － － － △ 3,867

 当 期 純 利 益 － － 7,570 － 7,570 － － － － 7,570

 役 員 賞 与 － － △   46 － △   46 － － － － △   46

 自己株式の取得 － － － △  148 △  148 － － － － △  148

 自己株式の処分 － － △   15 361 345 － － － － 345

 

株主資本以外の項

目の連結会計年度

中の変動額(純額) 

－ － － － － △  832 106 △  726 △ 4,339 △ 5,065

連結会計年度中の 

変動額合計 
－ 73,672 3,641 212 77,526 △  832 106 △  726 △ 4,339 72,460

平成18年12月31日 

残高 
15,231 109,072 135,623 △11,229 248,697 1,604 106 1,710 54 250,463

 

平成19年12月期（自 平成19年１月１日 至 平成19年12月31日） （百万円未満切捨）

株主資本 評価・換算差額等 

 
資 本 金

資 本 

剰 余 金 

利 益

剰 余 金
自己株式

株主資本

合  計

その他有

価証券評

価差額金

繰 延
ヘ ッ ジ
損 益

評 価 ・ 

換算差額 

等 合 計 

少数株主

持  分

純 資 産

合 計

平成18年12月31日 

残高 
15,231 109,072 135,623 △11,229 248,697 1,604 106 1,710 54 250,463

連結会計年度中の 

変動額 
  

 剰 余 金 の 配 当 － － △ 4,566 － △ 4,566 － － － － △ 4,566

 当 期 純 利 益 － － 9,375 － 9,375 － － － － 9,375

 自己株式の取得 － － － △  56 △  56 － － － － △   56

 自己株式の処分 － 2 － 14 16 － － － － 16

 

株主資本以外の項

目の連結会計年度

中の変動額(純額) 

－ － － － － △ 1,115 △  102 △ 1,218 9 △ 1,208

連結会計年度中の 

変動額合計 
－ 2 4,809 △  41 4,769 △ 1,115 △  102 △ 1,218 9 3,561

平成19年12月31日 

残高 
15,231 109,074 140,432 △11,271 253,467 488 4 492 64 254,025
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（4）連結キャッシュ・フロー計算書 

（百万円未満切捨）

期  別 

科  目 

平成18年12月期（Ａ）

自 平成18年１月１日

至 平成18年12月31日

平成19年12月期（Ｂ） 

自 平成19年１月１日 

至 平成19年12月31日 

増  減  額 
（Ｂ）－（Ａ）

Ⅰ  営業活動によるキャッシュ・フロー    

 税金等調整前当期純利益 13,108 14,254 1,146 

 減価償却費 19,571 22,533 2,961 

 減損損失 － 282 282 

 負ののれん償却額 △     256 △   414 △     158 

 役員退職引当金の減少額 △     115 △   181 △      66 

 退職給付引当金の増加額 104 410 306 

 前払年金費用の増加額 △   3,660 △  2,326 1,334 

 受取利息及び受取配当金 △     647 △   696 △      48 

 支払利息 38 114 76 

 持分法による投資損益(△利益) 18 △   602 △     621 

 有価証券・投資有価証券の売却損益(△利益) △     577 △   52 524 

 有価証券・投資有価証券の評価損 19 2,252 2,233 

 固定資産売却損益(△利益) △     850 △   265 585 

 固定資産除却損 448 564 116 

 売上債権の減少額(△増加額) 827 △   828 △   1,655 

 たな卸資産の減少額 193 56 △     136 

 その他の資産の減少額(△増加額) △   1,711 1,196 2,907 

 仕入債務の増加額(△減少額) △   3,027 1,407 4,434 

 その他の負債の増加額(△減少額) 949 △   553 △   1,503 

 役員賞与の支払額 △      46 － 46 

 その他 △     234 145 380 

       小計 24,153 37,297 13,144 

 利息及び配当金の受取額 638 738 99 

 利息の支払額 △      37 △   115 △      78 

 法人税等の支払額 △   2,949 △   4,920 △   1,971 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 21,806 33,000 11,193 

Ⅱ  投資活動によるキャッシュ・フロー    

 有価証券・投資有価証券の取得による支出 △   2,876 △      53 2,822 

 有価証券・投資有価証券の売却による収入 8,420 6,239 △   2,180 

 固定資産の取得による支出 △  23,327 △  20,238 3,089 

 固定資産の売却による収入 3,392 1,947 △   1,444 

 子会社株式の取得による支出 △     652 － 652 

 関連会社株式の取得による支出 － △  11,016 △  11,016 

 関連会社からの貸付金の回収による収入 63 － △      63 

 長期貸付けによる支出 － △     202 △     202 

 長期貸付金の回収による収入 － 17 17 

 定期預金の預入による支出 △      20  △      40 △      19 

 定期預金の払戻による収入 30 38 8 

 その他 14 2 △      11 

 投資活動によるキャッシュ・フロー △  14,956 △  23,306 △   8,349 

Ⅲ  財務活動によるキャッシュ・フロー    

 短期借入金の純増加額(△純減少額) △   3,410 10,495 13,905 

 長期借入金の返済による支出 △   2,223  △   2,300 △      76 

 自己株式の取得による支出 △      73 △      56 17 

 自己株式の売却による収入 345 16 △     328 

 配当金の支払額 △   3,867 △   4,566 △     698 

 少数株主への配当金の支払額 △      15 △    2 12 

 財務活動によるキャッシュ・フロー △   9,244 3,586 12,830 

Ⅳ  現金及び現金同等物の増加額(△減少額) △   2,394 13,280 15,674 

Ⅴ  現金及び現金同等物の期首残高 20,238 22,284 2,045 

Ⅵ  連結範囲の変更等による現金及び現金同等物の増加額 4,440 － △   4,440 

Ⅶ  現金及び現金同等物の期末残高         ※１ 22,284 35,564 13,280 
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

１．連結の範囲に関する事項 

(1) 連結子会社の数 21社 

連結子会社名は、７ページ「２．企業集団の状況」に記載しているため、省略しております。 

平成19年１月1日付で当社グループにおいて物流を担当する連結子会社３社が合併したことに伴い、連結子会

社の数は２社減少しております。 

また、平成19年12月25日付で当社所有の株式会社セイコーコーポレートジャパンの株式を全株売却いたしま

した。これに伴い当連結会計年度末をみなし売却日として連結の範囲から除外しております。 

２．持分法の適用に関する事項 

(1) 持分法適用の関連会社数 ４社 

持分法適用の関連会社名は、７ページ「２．企業集団の状況」に記載しているため、省略しております。 

平成19年４月３日付で南九州コカ・コーラボトリング株式会社に対し出資したことにより、同社は当社の関

連会社となりました。これに伴い平成19年４月１日をみなし取得日として、同日以降、持分法を適用しており

ます。 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

すべての連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。 

４．会計処理基準に関する事項 

(1) 重要な資産の評価基準および評価方法 

ａ．有価証券  

(a) 満期保有目的の債券 

償却原価法（定額法）を採用しております。 

(b) その他有価証券 

時価のあるもの：当連結会計年度末の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により

処理し、売却原価は移動平均法により算定）を採用しております。 

時価のないもの：主として移動平均法による原価法を採用しております。 

ｂ．デリバティブ 

時価法を採用しております。  

ｃ．たな卸資産  

(a) 製品および仕掛品 

主として総平均法による原価法を採用しております。 

(b) 商品および原材料 

主として総平均法による低価法を採用しております。 

(c) 貯蔵品 

主として移動平均法による低価法を採用しております。 

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

ａ．有形固定資産  

（a）販売機器 

定額法によっており、主な耐用年数は５～６年であります。 

（b）販売機器以外 

定率法によっており、主な耐用年数は次のとおりであります。 

   建物及び構築物 ３～60年 

   機械装置及び運搬具 ３～20年 
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（会計方針の変更） 

従来、販売機器は、定率法によっておりましたが、当連結会計期年度より定額法に変更しております。 

この変更は、近畿コカ・コーラボトリング株式会社との経営統合および南九州コカ・コーラボトリング株

式会社への出資に伴い、当社グループにおいて事業上重要性の高い資産である販売機器の資産規模が増加し

たこと、ならびに近年、屋内設置が増加するなど販売機器の設置環境が変化していることを契機に、より適

正な費用配分方法を検討した結果、定額法による費用配分が同資産が生み出す収益との対応関係からより適

切に実態を反映する減価償却の方法であると判断し実施したものであります。 

また、法人税法の改正に伴い、平成19年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）以外の有形

固定資産については、当連結会計年度より改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

これらの変更により、従来と同一の方法によった場合と比較して、当連結会計年度の営業利益、経常利益

および税金等調整前当期純利益は701百万円増加しております。 

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

ｂ．無形固定資産  

定額法によっております。なお、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間

（５年）に基づく定額法によっております。 

(3）重要な引当金の計上基準 

ａ．貸倒引当金 

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込み額を計上しております。 

ｂ．退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務および年金資産の見込み額に基

づき、当連結会計年度末において発生していると認められる額を計上しております。 

また、数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年

数（主として10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理すること

としております。 

ｃ．役員退職引当金 

役員退職慰労金の支払いに充てるため、一部の連結子会社におきましては内規に基づく当連結会計年度末

の必要見込み相当額を計上しております。 

(4）重要なリース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

（5）重要なヘッジ会計の方法 

ａ．ヘッジ会計の方法 

金利スワップについては、特例処理の要件を満たしているため、特例処理を採用しております。 

為替予約および商品スワップについては、繰延ヘッジ処理を採用しております。 

なお、為替予約および商品スワップに係る取引は、持分法適用の関連会社であるコカ・コーラナショナル

ビバレッジ株式会社において行われているものであります。 

ｂ．ヘッジ手段とヘッジ対象 

金利スワップ：借入金の利息 

為替予約  ：外貨建予定取引 

商品スワップ：商品購入予定取引 

ｃ．ヘッジ方針 

借入金の金利変動リスクを回避する目的で金利スワップ取引を行っております。 

外貨建仕入債務に係る為替変動リスクを回避する目的で為替予約取引を行っております。 

商品購入取引に係る商品相場変動リスクを回避する目的で商品スワップ取引を行っております。 
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ｄ．ヘッジ有効性評価の方法 

ヘッジ対象の時価変動額とヘッジ手段の時価変動額の対応関係を確認することにより行っております。 

ただし、特例処理によっている金利スワップについては、有効性の評価を省略しております。 

(6）その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

ａ．消費税等の会計処理 

税抜方式によっております。 

５．連結子会社の資産および負債の評価に関する事項 

連結子会社の資産および負債の評価については、全面時価評価法を採用しております。 

６．のれんおよび負ののれんの償却に関する事項 

のれんおよび負ののれんの償却については、５年間の均等償却を行っております。 

７．連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な預金

および容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヵ月以内に償

還期限の到来する短期投資からなっております。 

 

表示方法の変更 

（連結キャッシュ・フロー計算書） 

投資活動によるキャッシュ・フローの「長期貸付けによる支出」および「長期貸付金の回収による収入」は、前

連結会計年度まで「その他」に含めて表示しておりましたが、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より区

分掲記しております。 

なお、前連結会計年度の「長期貸付けによる支出」は△１百万円、「長期貸付金の回収による収入」は15百万円

であります。 

 

連結財務諸表に関する注記事項 

（連結貸借対照表関係）  

平成18年12月期 
（平成18年12月31日） 

平成19年12月期 
（平成19年12月31日） 

※１ 期末日満期手形の処理方法 

 期末日満期手形は手形交換日をもって決済処理し

ております。 

 当連結会計年度末日は金融機関の休日のため、期

末日満期手形が期末残高に次のとおり含まれており

ます。 

※１ 期末日満期手形の処理方法 

 期末日満期手形は手形交換日をもって決済処理し

ております。 

 当連結会計年度末日は金融機関の休日のため、期

末日満期手形が期末残高に次のとおり含まれており

ます。 

受取手形及び売掛金 26百万円 受取手形及び売掛金 27百万円

支払手形及び買掛金 16百万円 支払手形及び買掛金 16百万円

※２ 関連会社に対するものは次のとおりであります。 ※２ 関連会社に対するものは次のとおりであります。

投 資 有 価 証 券 2,665百万円 投 資 有 価 証 券 14,170百万円

※３ 有形固定資産の減価償却累計額 231,531百万円 ※３ 有形固定資産の減価償却累計額 235,990百万円

  ４ 当座貸越契約 

 当社および連結子会社（近畿コカ・コーラボトリ

ング株式会社他13社）においては、効率的に運転資

金を確保するため取引銀行７行と当座貸越契約を締

結しております。 

 当連結会計年度末における当座貸越契約に係る借

入未実行残高等は次のとおりであります。 

  ４ 当座貸越契約 

 当社および連結子会社（コカ・コーラウエスト

ジャパン株式会社他20社）においては、効率的に運

転資金を確保するため取引銀行７行と当座貸越契約

を締結しております。 

 当連結会計年度末における当座貸越契約に係る借

入未実行残高等は次のとおりであります。 

当 座 貸 越 極 度 額 18,940百万円 当 座 貸 越 極 度 額 38,100百万円

借 入 実 行 残 高 －百万円 借 入 実 行 残 高 10,500百万円

差 引 額 18,940百万円 差 引 額 27,600百万円
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 （連結損益計算書関係）  

平成18年12月期 
自 平成18年１月１日 
至 平成18年12月31日 

平成19年12月期 
自 平成19年１月１日 
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至 平成19年12月31日 

※１ 販売費及び一般管理費の主要な費目および金額は

次のとおりであります。 

※１ 販売費及び一般管理費の主要な費目および金額は

次のとおりであります。 

給 料 賃 金 21,131百万円 給 料 賃 金 25,628百万円

販 売 手 数 料 28,272百万円 販 売 手 数 料 36,716百万円

賞 与 7,960百万円 賞 与 10,357百万円

減 価 償 却 費 13,440百万円 減 価 償 却 費 14,971百万円

広 告 宣 伝 費 9,495百万円 広 告 宣 伝 費 11,926百万円

業 務 委 託 費 8,841百万円 業 務 委 託 費 10,978百万円

役員退職引当金繰入額 77百万円 役員退職引当金繰入額 41百万円

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 46百万円 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 52百万円
 

※２ 固定資産売却益の内訳は次のとおりであります。 ※２ 固定資産売却益の内訳は次のとおりであります。

土 地 954百万円 土 地 277百万円
 

※３ 固定資産売却損の内訳は次のとおりであります。 ※３  

土 地 95百万円  

※４  ※４ 減損損失 

当連結会計年度において、当社グループは以下の

資産グループについて減損損失を計上しておりま

す。 

場  所 用 途 種  類 減損損失

遊休不動産 

（広島市佐伯区）
遊休資産

建物及び構築物 

土地 

その他 

14百万円

12百万円

0百万円

大津支店 

（滋賀県大津市）

遊休予定

資産 

建物及び構築物 

土地 

その他 

23百万円

229百万円

1百万円

当社グループは、事業用資産については、継続的

に収支の把握を行っている管理会計上の事業単位で

ある飲料事業、その他の事業にグルーピングしてお

ります。さらに、飲料事業については販売エリア

（地域）別にグルーピングしており、その他の事業

については、原則として会社単位でグルーピングし

ております。 

また、賃貸資産および遊休資産については、それ

ぞれの個別物件をグルーピングの最小単位として減

損損失の兆候を判定しております。遊休資産につい

ての回収可能価額は、原則として正味売却価額によ

り測定しております。この結果、当連結会計年度に

おいては、地価等が下落している上記遊休（予定）

資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失として計上いたしまし

た。なお、回収可能価額は路線価および不動産鑑定

評価額等に基づき算定しております。 
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（連結株主資本等変動計算書関係） 

平成18年12月期（自  平成18年１月１日  至  平成18年12月31日） 

１．発行済株式の種類および総数ならびに自己株式の種類および株式数に関する事項 

 
前連結会計年度末 

株式数 
当連結会計年度 
増加株式数 

当連結会計年度 
減少株式数 

当連結会計年度末 
株式数 

 
発行済株式 

千株
 

千株
 

千株 
 

千株
 

普通株式 82,898 28,227 － 111,125 

合計 82,898 28,227 － 111,125 

自己株式     

普通株式 5,025 65 158 4,932 

合計 5,025 65 158 4,932 

（注）１．発行済株式の普通株式の増加 28,227 千株は株式交換時の新株発行によるものであります。 

２．自己株式の普通株式の増加65千株は、単元未満株式の買取り30千株および株式交換に伴う受入れ34千株に

よるものであります。 

３．自己株式の普通株式の減少158千株は、新株予約権の行使147千株および単元未満株式の買増し11千株によ

るものであります。 

２．配当に関する事項 

（1）配当金支払額 

決議 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 

平成18年３月24日 
定時株主総会 

普通株式 1,557百万円 20円 平成17年12月31日 平成18年３月27日

平成18年８月８日 
取締役会 

普通株式 1,559百万円 20円 平成18年６月30日 平成18年９月１日

（注）近畿コカ･コーラボトリング株式会社は、平成18年６月30日を基準日として、中間配当（配当金の総額 
750百万円）を実施しております。 

 

（2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当連結会計年度末後となるもの 

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資
１株当たり
配当額 

基準日 効力発生日 

平成19年３月23日 
定時株主総会 

普通株式 2,336百万円 利益剰余金 22円 平成18年12月31日 平成19年３月26日

 

平成19年12月期（自 平成19年１月１日 至 平成19年12月31日） 

１．発行済株式の種類および総数ならびに自己株式の種類および株式数に関する事項 

 
前連結会計年度末 

株式数 
当連結会計年度 
増加株式数 

当連結会計年度 
減少株式数 

当連結会計年度末 
株式数 

 
発行済株式数 

千株
 

千株
 

千株 
 

千株
 

普通株式 111,125 － － 111,125 

合計 111,125 － － 111,125 

自己株式     

普通株式 4,932 21 6 4,947 

合計 4,932 21 6 4,947 

（注）１．自己株式の普通株式の増加21千株は、単元未満株式の買取りによるものであります。 

２．自己株式の普通株式の減少６千株は、新株予約権の行使３千株および単元未満株式の買増し３千株による

ものであります。 
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２．配当に関する事項 

（1）配当金支払額 

決議 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 

平成19年３月23日 
定時株主総会 

普通株式 2,336百万円 22円 平成18年12月31日 平成19年３月26日

平成19年８月９日 
取締役会 

普通株式 2,229百万円 21円 平成19年６月30日 平成19年９月３日

 
（2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当連結会計年度末後となるもの 

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資
１株当たり
配当額 

基準日 効力発生日 

平成20年３月25日 
定時株主総会 

普通株式 2,335百万円 利益剰余金 22円 平成19年12月31日 平成20年３月26日

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

平成18年12月期 
自 平成18年１月１日 
至 平成18年12月31日 

平成19年12月期 
自 平成19年１月１日 
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至 平成19年12月31日 
 

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係 

  (平成18年12月31日現在) 

 

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係 

  (平成19年12月31日現在) 

現金及び預金勘定 16,311百万円 現金及び預金勘定 19,567百万円

有価証券勘定 10,668百万円 有価証券勘定 19,407百万円

預入期間が３ヵ月を 
超える定期預金 

△   38百万円 預入期間が３ヵ月を 
超える定期預金 

△  40百万円

償還期間が３ヵ月を 
超える債券等 

△ 4,656百万円 償還期間が３ヵ月を 
超える債券等 

△ 3,369百万円

現金及び現金同等物 22,284百万円 現金及び現金同等物 35,564百万円

２ 株式交換により新たに連結子会社となった会社の

資産および負債の主な内訳 

株式交換により新たに近畿コカ・コーラボトリン

グ株式会社および同社の子会社９社を連結したこと

に伴う連結開始時の資産および負債の主な内訳は次

のとおりであります。なお、株式交換時の支出はあ

りません。 

２ 

 流 動 資 産 25,046百万円

 固 定 資 産  81,273百万円

資 産 合 計  106,320百万円  

 流 動 負 債 19,804百万円

 固 定 負 債  10,218百万円

 負 債 合 計   30,023百万円

３ 重要な非資金取引の内容 ３ 

株式交換に伴う資本剰余金 
増加高 

73,672百万円  
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（セグメント情報） 

１．事業の種類別セグメント情報    （百万円未満切捨）

 
飲 料 ・ 食 品 の
製造・販売事業

その他の事業 計 消去又は全社 
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連 結

平成18年12月期 
自 平成18年１月１日 
至 平成18年12月31日 

 

Ⅰ． 売 上 高 及 び 営 業 損 益  

 売 上 高  

(1） 外 部 顧 客 に 対 す る 売 上 高 318,666 9,155 327,821 － 327,821

(2） セグメント間の内部売上高又は振替高 11 15,994 16,006 (  16,006) －

 計 318,677 25,150 343,827 (   16,006) 327,821

 営 業 費 用 297,685 24,328 322,014 (    6,513) 315,500

 営 業 利 益 20,992 821 21,813 (    9,492) 12,321

Ⅱ． 資産、減価償却費、減損損失及び資本的支出  

 資 産 219,805 13,252 233,058 71,848 304,907

 減 価 償 却 費 18,287 347 18,635 936 19,571

 減 損 損 失 － － － － －

 資 本 的 支 出 20,951 215 21,166 854 22,020

平成19年12月期 
自 平成19年１月１日 
至 平成19年12月31日 

 

Ⅰ． 売 上 高 及 び 営 業 損 益  

    売 上 高  

(1） 外 部 顧 客 に 対 す る 売 上 高 397,167 12,353 409,521 － 409,521

(2） セグメント間の内部売上高又は振替高 68 306 374 (    374) －

 計 397,236 12,659 409,895 (     374) 409,521

 営 業 費 用 370,595 11,984 382,580 10,884 393,464

 営 業 利 益 26,640 675 27,315 (   11,259) 16,056

Ⅱ． 資産、減価償却費、減損損失及び資本的支出  

 資 産 226,694 8,255 234,950 80,722 315,672

 減 価 償 却 費 21,285 195 21,481 1,052 22,533

 減 損 損 失 － － － 282 282

 資 本 的 支 出 18,570 210 18,781 1,169 19,951

（注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分を基として行っております。 

２．事業区分 

（1）飲料・食品の製造・販売事業 … 飲料・食品の販売、飲料の製造、貨物自動車運送業、自動販売機関連事業 

（2）そ の 他 の 事 業              … 食品の加工、酒類の製造・販売、保険代理業、リース業、不動産事業、 

外食・物販事業 

３．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、前連結会計年度9,511百万円、

当連結会計年度11,267百万円であり、親会社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

４．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、前連結会計年度78,412百万円、当連結会計

年度83,814百万円であり、その主なものは親会社での余資運用資金（現金及び預金および有価証券）、長

期投資資金（投資有価証券）および管理部門に係る資産であります。 
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５．事業区分の変更 

従来、事業区分は売上集計区分によっており、貨物自動車運送業および自動販売機関連事業を「その他

の事業」に含めておりましたが、それらの事業が「飲料・食品の製造・販売事業」に関連して行われて

いる実態等を考慮し、当連結会計年度より内部管理上採用している区分を基とした事業区分に変更して

おります。 

これにより、従来「その他の事業」に含めていた貨物自動車運送業および自動販売機関連事業を「飲

料・食品の製造・販売事業」に含め、また、従来「飲料・食品の製造・販売事業」に含めていた食品の

加工および酒類の製造・販売を「その他の事業」に含めております。 

この変更により、従来と同一の区分によった場合と比較して、当連結会計年度の売上高は、「飲料・食

品の製造・販売事業」で17百万円減少（うち外部顧客に対する売上高は、６百万円減少）し、「その他

の事業」で18,880百万円減少（うち外部顧客に対する売上高は、６百万円増加）し、営業費用は、「飲

料・食品の製造・販売事業」で596百万円減少し、「その他の事業」で18,282百万円減少し、営業利益は、

「飲料・食品の製造・販売事業」で579百万円増加し、「その他の事業」で598百万円減少しております。

また、資産は、「飲料・食品の製造・販売事業」で365百万円増加し、「その他の事業」で5,043百万円

減少し、減価償却費は、「飲料・食品の製造・販売事業」で151百万円増加し、「その他の事業」で187

百万円減少し、資本的支出は、「飲料・食品の製造・販売事業」で134百万円増加し、「その他の事業」

で173百万円減少しております。 

なお、前連結会計年度のセグメント情報を、当連結会計年度において用いた事業区分に組み替えると次

のとおりであります。 

    （百万円未満切捨）

 飲 料 ・ 食 品 の
製造・販売事業

その他の事業 計 消去又は全社 
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連 結

平成18年12月期 
自 平成18年１月１日 
至 平成18年12月31日 

 

Ⅰ．売 上 高 及 び 営 業 損 益  

売 上 高  

(1）外 部 顧 客 に 対 す る 売 上 高 318,418 9,403 327,821 － 327,821

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高 5 362 368 (      368) －

計 318,423 9,765 328,189 (      368) 327,821

営 業 費 用 297,028 9,302 306,331 9,168 315,500

営 業 利 益 21,394 463 21,858 (    9,536) 12,321

Ⅱ．資産、減価償却費、減損損失及び資本的支出  

資 産 221,148 9,271 230,420 74,487 304,907

減 価 償 却 費 18,387 191 18,578 993 19,571

減 損 損 失 － － － － －

資 本 的 支 出 21,033 73 21,106 913 22,020

６．会計方針の変更 

「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に記載のとおり、当連結会計年度より販売機器の

減価償却の方法を定率法から定額法に変更しております。また、平成19年４月１日以降に取得した建物

（建物附属設備を除く）以外の有形固定資産については、当連結会計年度より改正後の法人税法に基づ

く減価償却の方法に変更しております。これらの変更により、従来と同一の方法によった場合と比較し

て、営業利益は、「飲料・食品の製造・販売事業」で705百万円増加し、「その他の事業」で３百万円減

少しております。 

 

２．所在地別セグメント情報 

 前連結会計年度、当連結会計年度において、本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および在外支店

がないため、該当事項はありません。 

 

３．海外売上高  

前連結会計年度、当連結会計年度において、海外売上高がないため、該当事項はありません。 
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（関連当事者との取引） 

平成18年12月期（自  平成18年１月１日  至  平成18年12月31日） 

１．役員および個人主要株主等                 （百万円未満切捨）

関 係 内 容

属 性 氏 名 住 所 
資 本 金
又 は 
出 資 金 

事 業 の 内 容 
又 は 職 業 

議決権等
の 所 有
(被所有)
割 合

役員の
兼任等

取  引  の  内  容 
取 引 
金 額 

科 目
期 末
残 高

事業上の関係

役員 松 﨑 隆 － － 当社監査役 － － － 顧問料他 1 － － 

（注）１．取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

２．取引条件および取引条件の決定方針等 

監査役 松﨑 隆は当社の顧問弁護士であり、取引条件は当社との顧問契約に基づいております。 

３．監査役 松﨑 隆は、平成18年６月30日をもって、当社の監査役を辞任したため、取引金額については

同日までのものを、期末残高については同日時点のものを記載しております。 

 

２．子会社等                 （百万円未満切捨）

関 係 内 容

属 性 
会 社 等 の 
名 称 

住 所 
資 本 金 
又 は 
出 資 金 

事 業 の 内 容 
又 は 職 業 

議決権等
の 所 有
(被所有)
割 合

役員の
兼任等

取  引  の  内  容 
取 引 
金 額 

科 目
期 末
残 高

事業上の関係

関連会社 

コカ・コーラ 
ナ シ ョ ナ ル 
ビ バ レ ッ ジ 
株 式 会 社 

東京都
港 区 

5,010 

清涼飲料の製

造および販売

に係る業務 

所 有
25.0％

兼 任
４ 名

飲料の購入等

飲料の購入 

受託加工・物流収入 

サービスチャージ料他 

106,555 

11,676 

1,063 

売 掛 金

前 渡 金

未収入金

未 払 金

2,109

2,695

336

744

（注）１．取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

２．取引条件および取引条件の決定方針等 

当社を含む全国コカ・コーラボトラー等がコカ・コーラナショナルビバレッジ株式会社との間に締結して

いる運営協定書に基づいております。 

３．コカ・コーラナショナルビバレッジ株式会社は、平成18年７月１日付の近畿コカ・コーラボトリング株

式会社との株式交換に伴い関連会社となったため、取引金額については同日以降のものを記載しており

ます。 

 

平成19年12月期（自  平成19年１月１日  至  平成19年12月31日） 

１．子会社等                 （百万円未満切捨）

関 係 内 容

属 性 
会 社 等 の 
名 称 

住 所 
資 本 金 
又 は 
出 資 金 

事 業 の 内 容 
又 は 職 業 

議決権等
の 所 有
(被所有)
割 合

役員の
兼任等

取  引  の  内  容 
取 引 
金 額 

科 目
期 末
残 高

事業上の関係

関連会社 

コカ・コーラ 
ナ シ ョ ナ ル 
ビ バ レ ッ ジ 
株 式 会 社 

東京都
港 区 

5,010 

清涼飲料の製

造および販売

に係る業務 

所 有
25.0％

兼 任
１ 名

飲料の購入等
飲料の購入 

受託加工・物流収入 

198,794 

22,615 

売 掛 金

未収入金

買 掛 金

2,208

1,300

879

（注）１．取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

２．取引条件および取引条件の決定方針等 

当社を含む全国コカ・コーラボトラー等がコカ・コーラナショナルビバレッジ株式会社との間に締結して

いる運営協定書に基づいております。 
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（税効果会計） 

平成18年12月期 
自 平成18年１月１日 
至 平成18年12月31日 

平成19年12月期 
自 平成19年１月１日 
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至 平成19年12月31日 

１．繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因

別内訳 

１．繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因

別内訳 

繰延税金資産 繰延税金資産 

減 価 償 却 額 2,038百万円 減 価 償 却 額 3,431百万円

退 職 給 付 引 当 金 2,030百万円 退 職 給 付 引 当 金 2,188百万円

繰 越 欠 損 金 4,050百万円 投資有価証券評価損 648百万円

そ の 他    3,785百万円 繰 越 欠 損 金 1,982百万円 

繰延税金資産小計 11,904百万円 そ の 他    3,280百万円 

評価性引当額 △ 1,096百万円 繰延税金資産小計 11,531百万円 

繰延税金資産合計 10,808百万円 評価性引当額 △  272百万円 

繰延税金負債 繰延税金資産合計 11,258百万円

圧 縮 記 帳 積 立 金 △ 1,509百万円 繰延税金負債 

その他有価証券評価差額金 △ 2,052百万円 圧 縮 記 帳 積 立 金 △ 1,424百万円

土 地 評 価 差 額 △ 3,351百万円 その他有価証券評価差額金 △ 1,088百万円

前 払 年 金 費 用 △ 4,347百万円 土 地 評 価 差 額 △ 3,289百万円

退職給 付信 託設定 益 △ 3,649百万円 前 払 年 金 費 用 △ 5,316百万円

そ の 他 △   116百万円 退職給付信託設定益 △ 3,198百万円 

繰延税金負債合計 △15,026百万円 そ の 他 △   242百万円  

繰延税金負債の純額 △ 4,218百万円 繰延税金負債合計 △14,559百万円 

 繰延税金負債の純額 △ 3,300百万円

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異原因 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異原因 

法定実効税率 40.4％ 法定実効税率 40.5％

（調整） （調整）  

交際費等 1.7％ 交際費等 1.4％

連結子会社の税率変更差異 1.2％ 持分法による投資利益 △ 1.7％

評価性引当額 △ 2.1％ 評価性引当額 △ 5.7％

その他   1.7％ その他 △ 0.4％  

税効果会計適用後の法人税等の負担率   42.9％ 税効果会計適用後の法人税等の負担率   34.1％  
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（有価証券） 

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの （百万円未満切捨）

平成18年12月期 
（平成18年12月31日） 

平成19年12月期 
（平成19年12月31日） 

 種 類      
 

連結貸借対

照表計上額
時価 差額 

連結貸借対

照表計上額 
時価 差額 

 (1) 国債・地方債等 50 50 0 150 150 0

 (2) 社債 300 301 1 599 600 
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0

 (3) その他 1,591 1,607 16 496 506 9

時価が連結
貸借対照表
計上額を超
えるもの 

小   計 1,941 1,959 18 1,246 1,257 10

 (1) 国債・地方債等 1,899 1,891 △    8 799 798 △  1

 (2) 社債 5,540 5,508 △   31 2,208 2,199 △  9

 (3) その他 5,762 5,520 △  242 4,712 4,548 △ 163

時価が連結
貸借対照表
計上額を超
えないもの 

小   計 13,202 12,920 △  282 7,720 7,546 △  174

合   計 15,143 14,879 △  263 8,967 8,804 △  163

 

２．その他有価証券で時価のあるもの （百万円未満切捨）

平成18年12月期 
（平成18年12月31日） 

平成19年12月期 
（平成19年12月31日） 

 種 類      
 

取得原価
連結貸借対

照表計上額
差額 取得原価

連結貸借対

照表計上額 
差額 

 (1) 株式 12,895 16,892 3,997 8,765 10,604 1,838

 (2) 債券 2,596 2,614 18 8,194 8,332 138

 (3) その他 8,943 8,956 13 9,943 9,971 27

連結貸借対

照表計上額

が取得原価

を超えるも

の 小   計 24,435 28,464 4,029 26,903 28,907 2,004

 (1) 株式 5,628 4,394 △1,233 7,613 6,479 △1,134

 (2) 債券 7,196 7,104 △  91 1,599 1,582 △   16

 (3) その他 － － － 4 3 △  0

連結貸借対

照表計上額

が取得原価

を超えない

もの 小   計 12,824 11,498 △1,325 9,217 8,065 △1,151

合   計 37,259 39,963 2,703 36,120 36,973 852

（注）取得原価は減損処理後の金額で記載しております。その他有価証券で時価のあるものについての減損処理額

は、当連結会計年度2,196百万円であります。なお、減損処理にあたっては、時価が取得原価に比べ50％以上

下落した場合は、時価の回復可能性がないものとして一律に減損処理を行い、下落率が30％以上50％未満の

場合には、時価の回復可能性を判断し減損処理の要否を決定しております。 

 

３．当連結会計年度および前連結会計年度中に売却したその他有価証券 （百万円未満切捨）

平成18年12月期 
自 平成18年１月１日 
至 平成18年12月31日 

平成19年12月期 
自 平成19年１月１日 
至 平成19年12月31日 

売却額 売却益の合計額 売却損の合計額 売却額 売却益の合計額 売却損の合計額

8,211 643 65 89 57 4 
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４．時価のない主な有価証券の内容 （百万円未満切捨）

平成18年12月期 
（平成18年12月31日） 

平成19年12月期 
（平成19年12月31日） 種 類      

 

連結貸借対照表計上額 連結貸借対照表計上額 

(1) 満期保有目的の債券   

 非上場社債 20 20 

(2) その他有価証券   

 非上場株式 718 654 

 追加型公社債投資信託受益証券 5,301 14,322 

 投資事業有限責任組合等への出資 133 93 

 

５．その他有価証券のうち満期があるものおよび満期保有目的の債券の今後の償還予定額 （百万円未満切捨）

平成18年12月期 
（平成18年12月31日） 

平成19年12月期 
（平成19年12月31日） 

種 類      
 

１年以内 
１ 年 超 

５年以内 

５ 年 超

10年以内
10年超 １年以内

１ 年 超 

５年以内 

５ 年 超 

10年以内 
10年超 

(1) 債券     

 国債・地方債等 1,000 3,531 7,043 － 749 4,320 5,697 －

 社債 3,006 2,652 200 － 2,108 520 200 －

 その他 650 706 297 5,792 511 199 298 4,295

(2) その他 － － － － － － － －

合   計 4,656 6,891 7,542 5,792 3,369 5,040 6,196 4,295

 

（退職給付） 

１．採用している退職給付制度の概要 

当社グループは、確定給付型の制度として、企業年金基金制度、適格退職年金制度および退職一時金制度を

設けており、確定拠出型の制度として、確定拠出年金制度および前払退職金制度を設けております。また、従

業員の退職等に際して割増退職金を支払う場合があります。 

企業年金基金制度は、コカ・コーラウエストジャパン株式会社他５社にて構成する連合型の企業年金基金で

あり、年金給付額の計算は、職責に応じて退職金ポイントを付与するポイント制を採用しております。また、

適格退職年金制度は、三笠コカ・コーラボトリング株式会社他３社にて設けており、確定拠出年金制度および

前払退職金制度は、近畿コカ・コーラボトリング株式会社他４社にて設けております。 

 

２．退職給付債務およびその内訳 （百万円未満切捨）

 
平成18年12月期 

（平成18年12月31日） 
平成19年12月期 

（平成19年12月31日） 

(1) 退職給付債務 △   42,204 △   41,898 

(2) 年金資産 47,031 47,126 

(3) 未積立退職給付債務 4,826 5,227 

(4) 未認識数理計算上の差異 809 2,324 

(5) 連結貸借対照表計上額純額 5,636 7,551 

(6) 前払年金費用 10,406 12,732 

(7) 退職給付引当金 △  4,770 △  5,180 

（注）一部の連結子会社は、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。 
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３．退職給付費用の内訳 （百万円未満切捨）

 平成18年12月期 
自 平成18年１月１日 
至 平成18年12月31日 

平成19年12月期 
自 平成19年１月１日 
至 平成19年12月31日 

(1) 勤務費用（注）１ 1,646 1,880 

(2) 利息費用 1,010 1,035 

(3) 期待運用収益 △  2,108 △  2,315 

(4) 過去勤務債務の費用の減額処理額 △    70 － 

(5) 数理計算上の差異の費用処理額 480 467 

(6) その他（注）２ 340 551 

(7) 退職給付費用 1,299 1,619 

（注）１．簡便法を採用している連結子会社の退職給付費用を含んでおります。 

２．確定拠出年金への掛金および従業員への前払退職金の支払額等であります。 

 

４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

 
平成18年12月期 

（平成18年12月31日） 

平成19年12月期 

（平成19年12月31日） 

(1) 割引率 2.5％ 2.5％ 

(2) 期待運用収益率 2.5～5.0％ 2.5～5.0％ 

(3) 退職給付見込み額の期間配分方法 期間定額基準 期間定額基準 

(4) 過去勤務債務の処理年数 １年（12ヵ月） １年（12ヵ月） 

(5) 数理計算上の差異の処理年数 翌連結会計年度から主として10年 翌連結会計年度から主として10年

 

（１株当たり情報） 

項    目 
平成18年12月期 

自 平成18年１月１日 
至 平成18年12月31日 

平成19年12月期 
自 平成19年１月１日 
至 平成19年12月31日 

   

１株当たり純資産額 

１株当たり当期純利益 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 

2,358.05円 

82.22円 

希薄化効果を有している潜在株

式が存在しないため記載しており

ません。 

2,391.83円 

88.29円 

潜在株式が存在しないため記載

しておりません。 

（注）１株当たり当期純利益および潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

 
平成18年12月期 

自 平成18年１月１日 
至 平成18年12月31日 

平成19年12月期 
自 平成19年１月１日 
至 平成19年12月31日 

（１株当たり当期純利益）   

連結損益計算書上の当期純利益 7,570百万円 9,375百万円 

普通株式に係る当期純利益 7,570百万円 9,375百万円 

普通株式の期中平均株式数 92,066千株 106,185千株 

（潜在株式調整後１株当たり当期純利益）   

当期純利益調整額 －百万円 －百万円 

普通株式増加数 

新株予約権 

 

－千株 

 

－千株 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めなか 

った潜在株式の概要 

平成16年３月26日定時株主総会決

議に基づき発行した新株予約権 

普通株式       1,362千株 

 

 

（開示の省略） 

リース取引、デリバティブ取引、ストック・オプション等に関する注記事項については、決算短信における開示

の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しております。 
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５．個別財務諸表 

（1）貸借対照表 
   （百万円未満切捨）

平成18年12月期（Ａ） 
(平成18年12月31日) 

平成19年12月期（Ｂ） 
(平成19年12月31日) 

期  別 

 

科  目 金 額 構 成 比 金 額 構 成 比 

増  減  額 
（Ｂ）－（Ａ） 

 

（ 資 産 の
 

部 ） ％ ％ 

Ⅰ 流 動 資 産  

 １． 現 金 及 び 預 金 7,657  10,865  3,208 

 ２． 売 掛 金※１ 7,815  5,315  △   2,500 

 ３． 有 価 証 券 10,668  19,407  8,739 

 ４． 前 渡 金※１ 2,695  －  △  2,695 

 ５． 前 払 費 用 88  86  △    2 

 ６． 繰 延 税 金 資 産 159  125  △   34 

 ７． 関係会社短期貸付金 3,067  3,156  89 

 ８． 未 収 入 金※１ 5,482  6,834  1,351 

 ９． そ の 他 956  1,490  533 

 流 動 資 産 合 計 38,593 14.3 47,281 15.5 8,688 

Ⅱ 固 定 資 産  

 １． 有 形 固 定 資 産※２ 

   (1) 建 物 8,894  15,471  6,577 

   (2) 構 築 物 806  1,717  911 

   (3) 機 械 及 び 装 置 10,737  15,322  4,584 

   (4) 車両及び運搬具 138  111  △   27 

   (5) 工具、器具及び備品 368  568  200 

   (6) 土 地 6,075  5,985  △   90 

   (7) 建 設 仮 勘 定 －  132  132 

   有形固定資産合計 27,020 10.0 39,309 12.9 12,289 

  ２． 無 形 固 定 資 産 

   (1) ソ フ ト ウ ェ ア 667  868  200 

   (2) ソフトウェア仮勘定 －  229  229 

   (3) そ の 他 －  41  41 

   無形固定資産合計 667 0.2 1,139 0.4 471 

  ３． 投資その他の資産      

   (1) 投 資 有 価 証 券 40,076  32,790  △  7,286 

   (2) 関 係 会 社 株 式 162,061  176,311  14,249 

   (3) 長 期 貸 付 金 －  200  200 

   (4) 関係会社長期貸付金 1,052  7,032  5,979 

   (5) そ の 他 1,107  1,113  5 

 貸 倒 引 当 金 △     182  △   191  △    9 

   投資その他の資産合計 204,116 75.5 217,256 71.2 13,140 

   固 定 資 産 合 計 231,804 85.7 257,705 84.5 25,901 

  資 産 合 計 270,398 100.0 304,987 100.0 34,589 
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   （百万円未満切捨）

平成18年12月期（Ａ） 
(平成18年12月31日) 

平成19年12月期（Ｂ） 
(平成19年12月31日) 

期  別 

 

科  目 金 額 構 成 比 金 額 構 成 比 

増  減  額 
（Ｂ）－（Ａ） 

 

（ 負 債 の
 

部 ） ％ ％ 

Ⅰ 流 動 負 債  

 １． 買 掛 金※１ 8  888  880 

 ２． 短 期 借 入 金 －  10,500  10,500 

 ３． 未 払 金※１ 7,467  23,265  15,797 

 ４． 未 払 法 人 税 等 1,075  185  △   890 

 ５． 預 り 金※１ 10,963  21,119  10,155 

 ６． 設 備 支 払 手 形 394  87  △   306 

 ７． そ の 他 42  －  △   42 

 流 動 負 債 合 計 19,952 7.4 56,046 18.4 36,094 

Ⅱ 固 定 負 債  

 １． 繰 延 税 金 負 債 6,828  5,347  △  1,480 

 ２． そ の 他 126  123  △    2 

 固 定 負 債 合 計 6,954 2.6 5,471 1.8 △  1,483 

 負 債 合 計 26,907 10.0 61,517 20.2 34,610 

 
 

（ 純 資 産 の
 

部 ）  

Ⅰ 株 主 資 本  

 １． 資 本 金 15,231 5.6 15,231 5.0 － 

 ２． 資 本 剰 余 金      

   (1) 資 本 準 備 金 108,166  108,166  － 

   (2) その他資本剰余金 －  2  2 

 資 本 剰 余 金 合 計 108,166 40.0 108,168 35.5 2 

 ３． 利 益 剰 余 金      

   (1) 利 益 準 備 金 3,316  3,316  － 

   (2) その他利益剰余金      

 特別償却準備金 30  14  △   15 

 圧縮記帳積立金 418  396  △   21 

 地域社会貢献積立金 444  275  △   169 

 地域環境対策積立金 265  348  83 

 別 途 積 立 金 119,188  119,188  － 

 繰越利益剰余金 6,010  7,000  989 

 利 益 剰 余 金 合 計 129,674 48.0 130,540 42.8 866 

 ４． 自 己 株 式 △  11,229 △  4.2 △ 11,271 △ 3.7 △   41 

 株 主 資 本 合 計 241,843 89.4 242,669 79.6 826 

Ⅱ 評価･換算差額等   

 １． その他有価証券評価差額金 1,647 0.6 800 0.2 △   847 

 評価･換算差額等合計 1,647 0.6 800 0.2 △   847 

 純 資 産 合 計 243,491 90.0 243,470 79.8 △   20 

 負 債 純 資 産 合 計 270,398 100.0 304,987 100.0 34,589 
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（2）損益計算書 

  （百万円未満切捨）

増       減 

（Ｂ）－（Ａ） 

期  別 

 

科  目 

平成18年12月期（Ａ）

自  平成18年１月１日

至  平成18年12月31日

平成19年12月期（Ｂ）

自  平成19年１月１日

至  平成19年12月31日 金 額 増 減 率

    ％

 Ⅰ 営 業 収 益  （     191,632） （     214,862） （     23,229）（  12.1）

  １． 売 上 高  ※１ 191,632 209,281 17,648  

    (1) 商 品 売 上 高  179,431 186,503 7,071  

    (2) 製 品 売 上 高  152 162 9  

    (3) そ の 他 の 売 上 高  12,048 22,615 10,566  

  ２． 子 会 社 受 取 配 当 金  － 5,580 5,580  

 Ⅱ 売 上 原 価  （     150,447） （     202,873） （   52,425）（  34.8）

  １． 商 品 売 上 原 価  ※２ 139,455 181,613 42,158  

  ２． 製 品 売 上 原 価  167 156 △   11  

  ３． そ の 他 の 売 上 原 価  10,824 21,103 10,278  

 売 上 総 利 益  41,184 11,988 △ 29,196 △70.9 

 Ⅲ 販売費及び一般管理費  ※３ （      36,603） （       4,804） （ △ 31,798）（△86.9)

  １． 販 売 費  32,492 1,521 △ 30,970  

  ２． 一 般 管 理 費  4,111 3,283 △   827  

 営 業 利 益  4,581 7,183 2,602 56.8 

 Ⅳ 営 業 外 収 益  ※４ （       1,152） （         838） （ △   313）（△27.2)

  １． 受 取 利 息 22 88 65 

  ２． 有 価 証 券 利 息 382 422 40 

  ３． 受 取 配 当 金 424 244 △   179 

  ４． 不 動 産 賃 貸 料 32 27 △    5 

  ５． 雑 収 入 291 55 △   236 

 Ⅴ 営 業 外 費 用  ※５ （         327） （         185） （ △   142） (△43.4)

  １． 支 払 利 息  24 143 119  

  ２． 固 定 資 産 除 却 損  209 19 △   189  

  ３． 不 動 産 賃 貸 原 価  13 6 △    7  

  ４． 雑 損 失  79 15 △   64  

 経 常 利 益  5,406 7,837 2,430 45.0 
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  （百万円未満切捨）

増       減 

（Ｂ）－（Ａ） 

期  別 

 

科  目 

平成18年12月期（Ａ）

自  平成18年１月１日

至  平成18年12月31日

平成19年12月期（Ｂ）

自  平成19年１月１日

至  平成19年12月31日 金 額 増 減 率

      ％

 Ⅵ 特 別 利 益  （       1,207） （        275） （ △     932）（△77.2）

  １． 固 定 資 産 売 却 益  ※６ 665 217 △   447  

  ２． 投資有価証券売却益  513 57 △   456  

  ３． 国 庫 補 助 金 等 収 入  28 － △   28  

 Ⅶ 特 別 損 失  （         869） （       2,734） （      1,864）（ 214.3）

  １． 固 定 資 産 売 却 損  ※７ 95 － △   95  

  ２． 台 風 災 害 損 失  2 － △    2  

  ３． 固定資産除却補償金  78 289 210  

  ４． 投資有価証券売却損  60 － △   60  

  ５． 投資有価証券評価損  12 2,244 2,232  

  ６． ゴルフ会員権評価損  － 9 9  

  ７． 経 営 統 合 関 連 費 用  620 － △   620  

  ８． グループ再編関連費用  － 190 190  

 税 引 前 当 期 純 利 益  5,744 5,378 △   366 △ 6.4 

 法人税、住民税及び事業税  1,695 818 △   876  

 法 人 税 等 調 整 額  609 △   873 △  1,482  

 当 期 純 利 益  3,439 5,432 1,993 57.9 
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（3）株主資本等変動計算書 

平成18年12月期（自 平成18年１月１日 至 平成18年12月31日） （百万円未満切捨）

 株主資本 

資  本 
剰余金 

利益剰余金 

評価・ 
換 算 
差額等 

 資本金
資 本 
準備金 

利 益
準備金

その他
利  益
剰余金

 （注）

利 益
剰余金
合 計

自 己
株 式

株 主 
資 本 
合 計 

そ の 他
有価証券
評  価 
差 額 金

純資産
合 計

平成17年12月31日 
残高 

15,231 35,111 3,316 126,083 129,400 △11,442 168,301 2,396 170,698

事業年度中の変動額    

 新 株 の 発 行 － 73,054 － － － － 73,054 － 73,054

 剰 余 金 の 配 当 － － － △ 3,117 △ 3,117 － △ 3,117 － △ 3,117

 当 期 純 利 益 － － － 3,439 3,439 － 3,439 － 3,439

 役 員 賞 与 － － － △  33 △  33 － △  33 － △  33

 準 備 金 の 取 崩 － － － － － － － － －

 積 立 金 の 積 立 － － － － － － － － －

 積 立 金 の 取 崩 － － － － － － － － －

 自己株式の取得 － － － － － △  148 △  148 － △  148

 自己株式の処分 － － － △  15 △  15 361 345 － 345

 
株主資本以外の項 
目の事業年度中の 
変動額（純額） 

－ － － － － － － △  749 △  749

事業年度中の変動額 
合計 

－ 73,054 － 273 273 212 73,541 △  749 72,792

平成18年12月31日 
残高 

15,231 108,166 3,316 126,357 129,674 △11,229 241,843 1,647 243,491

 

（注）その他利益剰余金の内訳 （百万円未満切捨）

その他利益剰余金  

特別償却
準 備 金

圧縮記帳
積 立 金 

地域社会
貢    献
積 立 金

地域環境
対  策
積 立 金

別   途
積 立 金

繰越利益
剰 余 金

そ の 他 
利 益 
剰 余 金 
合 計 

 

平成17年12月31日 
残高 

62 710 487 220 114,488 10,115 126,083 

事業年度中の変動額    

 新 株 の 発 行 － － － － － － － 

 剰 余 金 の 配 当 － － － － － △ 3,117 △ 3,117 

 当 期 純 利 益 － － － － － 3,439 3,439 

 役 員 賞 与 － － － － － △   33 △   33 

 準 備 金 の 取 崩 △  32 － － － － 32 － 

 積 立 金 の 積 立 － － 200 100 4,700 △ 5,000 － 

 積 立 金 の 取 崩 － △  292 △  242 △   54 － 589 － 

 自己株式の取得 － － － － － － － 

 自己株式の処分 － － － － － △   15 △   15 

 
株主資本以外の項
目の事業年度中の
変動額（純額） 

－ － － － － － － 

事業年度中の変動額 
合計 

△  32 △  292 △    42 45 4,700 △ 4,104 273 

平成18年12月31日 
残高 

30 418 444 265 119,188 6,010 126,357 
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平成19年12月期（自 平成19年１月１日 至 平成19年12月31日） （百万円未満切捨）

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 

評価・
換 算
差額等

 
資本金 資 本 

準備金 

その他
資 本
剰余金

資 本
剰余金
合 計

利 益
準備金

その他
利 益
剰余金
（注）

利 益
剰余金
合 計

自 己 
株 式 

株 主 
資 本 
合 計 

その他
有価証
券評価
差額金

純資産
合 計

平成18年12月31日 
残高 

15,231 108,166 － 108,166 3,316 126,357 129,674 △11,229 241,843 1,647 243,491

事業年度中の変動額    

 剰 余 金 の 配 当 － － － － －△ 4,566 △ 4,566 － △ 4,566 －△ 4,566

 当 期 純 利 益 － － － － － 5,432 5,432 － 5,432 － 5,432

 準 備 金 の 取 崩 － － － － － － － － － － －

 積 立 金 の 積 立 － － － － － － － － － － －

 積 立 金 の 取 崩 － － － － － － － － － － －

 自己株式の取得 － － － － － － －△   56 △  56 －△  56

 自己株式の処分 － － 2 2 － － － 14 16 － 16

 
株主資本以外の項 
目の事業年度中の 
変動額（純額） 

－ － － － － － － － － △  847 △   847

事業年度中の変動額 
合計 

－ － 2 2 － 866 866 △   41 826 △  847 △   20

平成19年12月31日 
残高 

15,231 108,166 2 108,168 3,316 127,223 130,540 △11,271 242,669 800 243,470

 

（注）その他利益剰余金の内訳 （百万円未満切捨）

その他利益剰余金  

 特 別
償 却
準備金

圧 縮 
記 帳 
積立金 

地域社
会貢献
積立金

地域環
境対策
積立金

別 途
積立金

繰 越
利 益
剰余金

その他
利 益
剰余金
合 計

 

平成18年12月31日 
残高 

30 418 444 265 119,188 6,010 126,357

事業年度中の変動額  

 剰 余 金 の 配 当 － － － － －△ 4,566 △ 4,566

 当 期 純 利 益 － － － － － 5,432 5,432

 準 備 金 の 取 崩 △  15 － － － － 15 －

 積 立 金 の 積 立 － － 300 150 －△  450 －

 積 立 金 の 取 崩 －△  21 △  469△  66 － 557 －

 自己株式の取得 － － － － － － －

 自己株式の処分  － － － － －  － －

 
株主資本以外の項 
目の事業年度中の 
変動額（純額） 

－ － － － － － －

事業年度中の変動額 
合計 

△  15△  21 △  169 83 － 989 866

平成19年12月31日 
残高 

14 396 275 348 119,188 7,000 127,223
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重要な会計方針 

１．有価証券の評価基準および評価方法 

  (1) 満期保有目的の債券 

償却原価法（定額法）を採用しております。 

(2) 子会社株式および関連会社株式 

移動平均法による原価法を採用しております。 

(3) その他有価証券 

時価のあるもの：当事業年度末の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売

却原価は移動平均法により算定）を採用しております。 

時価のないもの：主として移動平均法による原価法を採用しております。 

２．たな卸資産の評価基準および評価方法 

  (1) 製品および仕掛品 

総平均法による原価法を採用しております。 

  (2) 商品および原材料 

総平均法による低価法を採用しております。 

３．固定資産の減価償却の方法 

  (1) 有形固定資産 

定率法によっており、主な耐用年数は次のとおりであります。 

 建物 ３～50 年 

 機械及び装置 ３～17 年 

（会計方針の変更） 

 法人税法の改正に伴い、平成19年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）以外の有形固定資産に

ついては、当事業年度より改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

 この変更による損益への影響は軽微であります。 

  (2) 無形固定資産 

定額法によっております。なお、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）

に基づく定額法によっております。 

４．繰延資産の処理方法 

株式交付費は、支出時に全額費用処理しております。 

５．引当金の計上基準  

(1）貸倒引当金 

 売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込み額を計上しております。 

６．リース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

７．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

  (1) 消費税等の会計処理 

      税抜方式によっております。 
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重要な会計方針の変更 

（子会社からの受取配当金の表示区分の変更） 

子会社からの受取配当金は、従来「営業外収益」として表示しておりましたが、当事業年度より「営業収益」とし

て表示する方法に変更しております。 

この変更は、平成18年７月１日付の近畿コカ・コーラボトリング株式会社との経営統合に伴い、事業持株会社へ移

行していた当社が、平成19年４月３日付で南九州コカ・コーラボトリング株式会社に対し出資を行い同社を持分法適

用の関連会社としたことを契機に、当社の持株会社としての事業上の役割と収益構造の関係を見直し、営業損益をよ

り適切に表示するために行ったものであります。 

この変更により、従来と同一の会計処理によった場合と比較して、当事業年度の「営業収益」が5,580百万円増加

し、営業利益は同額増加しております。なお、｢営業外収益｣が同額減少しておりますが、経常利益および税引前当期

純利益への影響はありません。 

 

個別財務諸表に関する注記事項 

（貸借対照表関係） 
 

平成18年12月期 
（平成18年12月31日） 

平成19年12月期 
（平成19年12月31日） 

※１ 関係会社に対するものが次のとおり含まれており

ます。 

※１ 関係会社に対するものが次のとおり含まれており

ます。 

売 掛 金 7,815百万円 売 掛 金 5,034百万円

前 渡 金 2,695百万円 未 収 入 金 1,695百万円

未 収 入 金 1,236百万円 買 掛 金 879百万円

未 払 金 6,695百万円 未 払 金 21,190百万円

預 り 金 10,961百万円 預 り 金 21,095百万円

※２ 有形固定資産の減価償却累計額 47,382百万円 ※２ 有形固定資産の減価償却累計額 49,985百万円

３ 当座貸越契約 

当社は、効率的に運転資金を確保するため取引銀

行１行と当座貸越契約を締結しております。 

当事業年度末における当座貸越契約に係る借入未

実行残高等は次のとおりであります。 

３ 当座貸越契約 

当社は、効率的に運転資金を確保するため取引銀

行４行と当座貸越契約を締結しております。 

当事業年度末における当座貸越契約に係る借入未

実行残高等は次のとおりであります。 

当 座 貸 越 極 度 額 4,400百万円 当 座 貸 越 極 度 額 14,900百万円

借 入 実 行 残 高 －百万円 借 入 実 行 残 高 10,500百万円

差 引 額 4,400百万円 差 引 額 4,400百万円
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（損益計算書関係）  

平成18年12月期 
自 平成18年１月１日 
至 平成18年12月31日 

平成19年12月期 
自 平成19年１月１日 
至 平成19年12月31日 

※１ 関係会社との取引に係るものが次のとおり含まれ

ております。 

※１ 関係会社との取引に係るものが次のとおり含まれ

ております。 

関係会社へ の売上高 112,185百万円 関係会社への売上高 207,058百万円

※２ 商品売上原価には、関係会社からの商品等の仕入

れ109,455百万円が含まれております。 

なお、商品売上原価は日本コカ･コーラ株式会社か

らの販売促進リベート等控除後の数値によっており

ます。 

※２ 商品売上原価には、関係会社からの商品等の仕入

れ204,101百万円が含まれております。 

なお、商品売上原価は日本コカ･コーラ株式会社か

らの販売促進リベート等控除後の数値によっており

ます。 

※３ 販売費及び一般管理費の主要な費目および金額は

次のとおりであります。 

※３ 販売費及び一般管理費の主要な費目および金額は

次のとおりであります。 

(1) 販売費 (1) 販売費 

広 告 宣 伝 費 3,538百万円 広 告 宣 伝 費 362百万円

販 売 機 器 費 2,443百万円 給 料 賃 金 385百万円

給 料 賃 金 3,541百万円 賃 借 料 68百万円

減 価 償 却 費 3,132百万円 減 価 償 却 費 4百万円

業 務 委 託 費 6,089百万円 業 務 委 託 費 66百万円

販 売 手 数 料 6,797百万円  

(2) 一般管理費 (2) 一般管理費 

給 料 賃 金 810百万円 給 料 賃 金 517百万円

役員退職引当金繰入額 15百万円 賃 借 料 221百万円

減 価 償 却 費 190百万円 減 価 償 却 費 116百万円

業 務 委 託 費 92百万円 業 務 委 託 費 183百万円

  

※４ 営業外収益には関係会社に対するものが次のとお

り含まれております。 

※４ 営業外収益には関係会社に対するものが次のとお

り含まれております。 

受 取 利 息 14百万円 受 取 利 息 86百万円

受 取 配 当 金 227百万円 受 取 配 当 金 106百万円

不 動 産 賃 貸 料 9百万円 不 動 産 賃 貸 料 10百万円

雑 収 入 35百万円 雑 収 入 9百万円

※５ ※５ 営業外費用には関係会社に対するものが次のとお

り含まれております。 

 支 払 利 息 68百万円

※６ 固定資産売却益の内訳は次のとおりであります。 ※６ 固定資産売却益の内訳は次のとおりであります。

土 地 665百万円 土 地 217百万円

※７ 固定資産売却損の内訳は次のとおりであります。 ※７ 

土 地 95百万円  

 

（株主資本等変動計算書関係） 

平成 18 年 12 月期（自 平成 18 年１月１日 至 平成 18 年 12 月 31 日） 

１．自己株式の種類および株式数に関する事項 

 前事業年度末株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末株式数

 千株 千株 千株 千株

普通株式 5,025 65 158 4,932 

合計 5,025 65 158 4,932 

（注）１．自己株式の普通株式の増加65千株は、単元未満株式の買取り30千株および子会社からの取得34千株による

ものであります。 

２．自己株式の普通株式の減少158千株は、新株予約権の行使147千株および単元未満株式の買増し11千株による

ものであります。 
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平成19年12月期（自 平成19年１月１日 至 平成19年12月31日） 

１．自己株式の種類および株式数に関する事項 

 前事業年度末株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末株式数

 千株 千株 千株 千株

普通株式 4,932 21 6 4,947 

合計 4,932 21 6 4,947 

（注）１．自己株式の普通株式の増加21千株は、単元未満株式の買取りによるものであります。 

２．自己株式の普通株式の減少６千株は、新株予約権の行使３千株および単元未満株式の買増し３千株によるも

のであります。 

 

（税効果会計） 
 

平成18年12月期 
自 平成18年１月１日 
至 平成18年12月31日 

 
平成19年12月期 

自 平成19年１月１日 
至 平成19年12月31日 

１．繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因

別内訳 

１．繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因

別内訳 

繰延税金資産 繰延税金資産 

減 価 償 却 額 174百万円 減 価 償 却 額 223百万円

投 資 有 価 証券 評 価 損 253百万円 投 資 有 価 証 券 評 価 損 637百万円

ゴ ル フ 会 員権 評 価 損 161百万円 ゴ ル フ 会 員 権 評 価 損 165百万円

その他有価証券評価差額金 479百万円 その他有価証券評価差額金 255百万円

そ の 他      295百万円 そ の 他      259百万円

繰延税金資産合計 1,363百万円 繰延税金資産合計 1,541百万円

繰延税金負債 繰延税金負債 

関 係 会 社 株 式 △ 2,482百万円 関 係 会 社 株 式 △ 2,486百万円

特 別 償 却 準 備 金 △  20百万円 特 別 償 却 準 備 金 △     9百万円

圧 縮 記 帳 積 立 金 △  283百万円 圧 縮 記 帳 積 立 金 △   269百万円

その他有価証券評価差額金 △ 1,595百万円 その他有価証券評価差額金 △   798百万円

退 職 給 付 信託 設 定 益 △ 3,649百万円 退 職 給 付 信 託 設 定 益 △ 3,198百万円

繰延税金負債合計 △ 8,032百万円 繰延税金負債合計 △ 6,763百万円

繰延税金負債の純額 △ 6,668百万円 繰延税金負債の純額 △ 5,222百万円

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異原因                              

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異原因                              

法定実効税率 40.5％

（調整）  

交際費等 1.1％

受取配当金 △42.9％

その他   0.3％

法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間の差異が、法定実効税率の100分の５以下であ

るため、財務諸表等規則第８条の12第３項により注記

を省略しております。 

税効果会計適用後の法人税等の負担率 △ 1.0％

 



役 員 の 異 動 

（平成20年３月25日付） 

 

１．新任取締役候補 

取 締 役  森 田   聖（現、専務執行役員シニアオフィサー） 

取 締 役 (非 常 勤 )  マイケル クームス（現、日本コカ・コーラ㈱代表取締役副社長ＣＦＯ） 

※ マイケルクームス氏は、社外取締役候補者であります。 

 

２．退任取締役 

取 締 役  森 井 孝 一 

取 締 役 (非 常 勤 )  魚 谷 雅 彦（顧問に就任予定） 

※ 森井孝一氏は、取締役退任後も当社グループ上席執行役員、コカ・コーラウエストジャパン㈱ 

取締役、コカ・コーラウエストジャパンベンディング㈱代表取締役社長を継続予定であります。 

 

３．新任監査役候補 

監 査 役 (非 常 勤 )  三 浦 善 司（現、㈱リコー取締役専務執行役員） 

※ 三浦善司氏は、社外監査役候補者であります。 

 

４．顧問 

顧 問  久 保   長（現、コカ・コーラウエストジャパン㈱最高顧問） 

顧 問  魚 谷 雅 彦（現、当社取締役、経営諮問委員会委員 

 日本コカ・コーラ㈱取締役会長） 

 

※ なお、新任取締役および新任監査役の選任につきましては、平成20年３月25日開催予定の定時

株主総会の決議を経て正式に選任の予定です。 

以  上 
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１．連結損益の状況
（平成19年１月１日～平成19年12月31日）

（単位：百万円、％）

計　画
※ 増減額 増減率 増減額 増減率

売上高 327,821 412,600 △ 3,078 △ 0.7 81,699 24.9
営業利益 12,321 15,000 1,056 7.0 3,734 30.3
経常利益 13,225 16,300 1,193 7.3 4,268 32.3
当期純利益 7,570 9,400 △ 24 △ 0.3 1,804 23.8
※計画は平成19年８月９日付で発表した通期の業績予想値に基づく数値です。

＜参考＞ 連結営業利益：減価償却方法変更による影響を除いた場合の比較
（単位：百万円、％）

実　績
増減率

営業利益 12,321 15,355 24.6

＜平成19年実績＞

＜平成19年実績＞

＜平成19年実績＞

＜平成19年実績＞

平成18年
実績

増減額

平成19年
前年比

平成18年
実績

17,493
9,375

平成19年

409,521

経営統合による規模(営業エリア等)の拡大に伴う増
加および販売数量の増加などにより、売上高は前年
同期に比べ816億９千９百万円増加し、4,095億２千
１百万円(24.9％増)となりました。

16,056

計画比 前年比実　績

経営統合による規模(営業エリア等)の拡大に伴う増
加および経費削減などにより、営業利益は前年同期
に比べ37億３千４百万円増加し、160億５千６百万
円(30.3％増)となりました。

3,033

当期純利益は前年同期に比べ18億４百万円増加し、
93億７千５百万円(23.8％増)となりました。

経常利益は前年同期に比べ42億６千８百万円増加
し、174億９千３百万円(32.3％増)となりました。

売上高

327,821

228,190

111,693

51,720

192,866

89,903

409,521

310,520

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000
前年 当期

前年 51,720 111,693 228,190 327,821

当期 89,903 192,866 310,520 409,521

増減額 38,182 81,173 82,329 81,699

増減率 73.8% 72.7% 36.1% 24.9%

第１四半期 中間期 第３四半期 通期

＜単位：百万円＞

営業利益

12,321

1,442 3,129

8,834

1,030

11,498

4,137

16,056

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

17,500
前年 当期

前年 1,442 3,129 8,834 12,321

当期 1,030 4,137 11,498 16,056

増減額 △ 412 1,007 2,663 3,734

増減率 △ 28.6% 32.2% 30.2% 30.3%

第１四半期 中間期 第３四半期 通期

＜単位：百万円＞

経常利益

13,225

1,583
3,464

9,373

1,255

12,610

4,851

17,493

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

17,500

20,000
前年 当期

前年 1,583 3,464 9,373 13,225

当期 1,255 4,851 12,610 17,493

増減額 △ 328 1,387 3,236 4,268

増減率 △ 20.7% 40.0% 34.5% 32.3%

第１四半期 中間期 第３四半期 通期

＜単位：百万円＞

当期純利益

7,570

892
1,729

5,185

2,690

780

9,375

7,293

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
前年 当期

前年 892 1,729 5,185 7,570

当期 780 2,690 7,293 9,375

増減額 △ 112 961 2,108 1,804

増減率 △ 12.6% 55.6% 40.7% 23.8%

第１四半期 中間期 第３四半期 通期

＜単位：百万円＞

参考－１



２．利益増減主要因（計画比）
（平成19年１月１日～平成19年12月31日）

（単位：百万円）

 計画 ※1 実績
・販売数量の増 993
・セールスミックスによる減 △ 3,760
・受託事業の減 △ 257
・その他 △ 54
・販売数量の増 533
・セールスミックスによる減 △ 1,203
・CCNBC(※2)の影響　商品購入価格の減 △ 805
・受託事業の減 △ 26
・その他 15

売上総利益 176,800 175,208 △ 1,591
・広告宣伝費の減 △ 1,211
・販売手数料の減 △ 408
・業務委託費の減 △ 372
・減価償却費の減 △ 339
・その他 △ 318

営業利益 15,000 16,056 1,056
営業外収益 2,500 2,433 △ 66
営業外費用 1,200 996 △ 203
経常利益 16,300 17,493 1,193
特別利益 700 671 △ 28

・投資有価証券評価損 2,170
・減損損失 282
・グループ再編関連費用 279
・その他 △ 21

税金等調整前当期純利益 15,800 14,254 △ 1,545
法人税等 6,386 4,866 △ 1,519
少数株主利益又は少数株主損失(△) 14 12 △ 1
当期純利益 9,400 9,375 △ 24
※1　上記計画は平成19年８月９日付で発表した通期の業績予想値に基づく数値です。
※2　CCNBC(コカ･コーラナショナルビバレッジ)：全国コカ･コーラシステムの原材料・資材の共同調達を行い、

  　 　 全国規模で需給計画・生産・物流業務を統括する会社。

特別損失 1,200 3,910 2,710

販売費及び一般管理費

△ 3,078

235,800 △ 1,486

161,800 159,151 △ 2,648

主な増減要因

売上原価 234,313

売上高 412,600 409,521

増減額
平成19年

参考－２



３．利益増減主要因（前年比）
（平成19年１月１日～平成19年12月31日）

（単位：百万円）

平成18年 平成19年 増減額

・近畿グループの増 80,601
・販売数量の増 5,326
・セールスミックスによる減 △ 2,772
・関係会社の増減等 △ 636
・受託事業の減 △ 484
・計上科目変更による減 △ 336
・近畿グループの増 45,029
・販売数量の増 2,922
・計上科目変更による増 2,339
・受託事業による増 206
・セールスミックスによる減 △ 1,584
・CCNBC(※)の影響　商品購入価格の減 △ 705
・関係会社の増減等 △ 160

売上総利益 141,556 175,208 33,651
・近畿グループの増 34,423
・販売手数料の増 389
・ビジネスシステム関連費用の増 300
・燃料費の増 102
・計上科目変更による減 △ 2,675
・減価償却費の減 △ 1,035
・減価償却方法変更による影響 △ 928
・人件費の減 △ 703
・販売機器費の減 △ 400
・広告宣伝費の減 △ 384
・その他 827

営業利益 12,321 16,056 3,734
営業外収益 1,836 2,433 597 ・南九州グループ新規持分法適用による影響 523
営業外費用 932 996 64
経常利益 13,225 17,493 4,268
特別利益 1,569 671 △ 898

・投資有価証券評価損 2,233
・減損損失 282
・グループ再編関連費用 279
・経営統合関連費用 △ 1,131
・その他 560

税金等調整前当期純利益 13,108 14,254 1,146
法人税等 5,627 4,866 △ 760
少数株主利益又は少数株主損失(△) △ 89 12 101
当期純利益 7,570 9,375 1,804
※CCNBC(コカ･コーラナショナルビバレッジ)：全国コカ･コーラシステムの原材料・資材の共同調達を行い、

   全国規模で需給計画・生産・物流業務を統括する会社。

2,2233,9101,686特別損失

主な増減要因

81,699

48,047

29,916販売費及び一般管理費 129,235 159,151

売上高

売上原価 186,265 234,313

327,821 409,521
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４．連結貸借対照表及び増減主要因
（単位：百万円）

流動資産 78,173 91,220 13,046

現金及び預金 16,311 19,567 3,255

受取手形及び売掛金 22,280 23,064 783

有価証券 10,668 19,407 8,739 　・資金運用による増

たな卸資産 11,778 11,721 △ 57 　・固定資産から流動資産への振替による増

繰延税金資産 2,200 2,143 △ 57

その他 15,031 15,420 389

貸倒引当金 △ 97 △ 103 △ 6

固定資産 226,734 224,452 △ 2,281

有形固定資産 146,243 142,033 △ 4,209

建物及び構築物 35,617 35,192 △ 425

機械装置及び運搬具 20,134 20,181 46

販売機器 30,857 27,285 △ 3,571

土地 57,366 56,709 △ 656

建設仮勘定 56 672 615

その他 2,211 1,992 △ 219

無形固定資産 5,730 4,719 △ 1,010

ソフトウェア他 5,730 4,719 △ 1,010

投資その他の資産 74,760 77,698 2,938

投資有価証券 53,277 55,794 2,517 　・南九州社株式取得による増

繰延税金資産 4,703 3,596 △ 1,107 　・固定資産から流動資産への振替による減

前払年金費用 10,406 12,732 2,326 ・企業年金基金への拠出による増

その他 6,967 6,147 △ 820

貸倒引当金 △ 594 △ 572 22

資産合計 304,907 315,672 10,765

増減額平成18年 平成19年 主な増減要因

74,760

5,730

146,243

78,173

304,907

77,698

4,719

142,033

91,220

315,672

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 350,000

平成19年

平成18年

資産合計

流動資産

有形
固定資産

無形
固定資産

投資その他
の資産

総資産

≪単位：百万円≫
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（単位：百万円）

流動負債 30,431 42,099 11,667

支払手形及び買掛金 3,828 5,222 1,394

短期借入金 － 10,500 10,500 ・南九州社への出資資金調達による増
１年以内に返済する長期借入金 2,300 2,000 △ 300

未払法人税等 2,674 3,270 595

未払金 13,866 13,638 △ 228

設備支払手形 702 87 △ 614

その他 7,059 7,380 320

固定負債 24,012 19,548 △ 4,464

長期借入金 2,000 － △ 2,000 ・近畿社の借入金返済による減

繰延税金負債 11,122 9,040 △ 2,082

退職給付引当金 4,770 5,180 410

役員退職引当金 249 65 △ 183

負ののれん 1,867 1,452 △ 414

その他 4,002 3,809 △ 193

負債合計 54,444 61,647 7,203

資本金 15,231 15,231 －

資本剰余金 109,072 109,074 2

利益剰余金 135,623 140,432 4,809

自己株式 △ 11,229 △ 11,271 △ 41

その他有価証券評価差額金 1,604 488 △ 1,115 ・保有株式時価下落による減

繰延ヘッジ損益 106 4 △ 102

少数株主持分 54 64 9

純資産合計 250,463 254,025 3,561

304,907 315,672 10,765

　

増減額平成18年 平成19年 主な増減要因

負債純資産合計

24,012

30,431

54,444

304,907

19,548

42,099

61,647

250,463

315,672

254,025

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 350,000

平成19年

平成18年

純資産合計

負債合計

流動負債

固定負債

負債純資産
合計

負債・純資産

≪単位：百万円≫
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５．平成20年連結業績予想
（平成20年１月１日～平成20年12月31日）

（単位：百万円、％）

平成19年
平成20年

予想
増減額 増減率

409,521 425,000 15,478 3.8
16,056 17,000 943 5.9
17,493 18,500 1,006 5.8
9,375 10,100 724 7.7

６．業績予想増減主要因（前年比）
（平成20年１月１日～平成20年12月31日）

（単位：百万円）

平成19年
平成20年

予想
増減額

・販売数量の増 11,400
・セールスミックスによる増 1,996
・受託事業の増 1,506
・関係会社の増減等 576
・販売数量の増 6,400
・受託事業の増 900
・セールスミックスによる増 805
・CCNBC(※)の影響　商品購入価格の増 805
・重油、天然ガス単価高騰による影響 200
・商品廃棄費用の減 △ 200
・関係会社の増減等 △ 24

175,208 181,800 6,591
・販売手数料の増 1,900
・広告宣伝費の増 1,800
・ビジネスシステム関連費用の増 500
・業務委託費の増 300
・退職給付費用の増 300
・減価償却費の増 200
・消耗品費の増 200
・燃料費の増 100
・教育費の増 100
・販売機器費の減 △ 400
・人件費の減 △ 100
・その他 748

16,056 17,000 943
2,433 2,600 166

996 1,100 103
17,493 18,500 1,006

671 100 △ 571
・投資有価証券評価損の減 △ 2,252
・地震対策費用の増 322
・その他 △ 180

14,254 16,800 2,545
4,866 6,690 1,823

12 10 △ 2
9,375 10,100 724

※CCNBC(コカ･コーラナショナルビバレッジ)：全国コカ･コーラシステムの原材料・資材の共同調達を行い、
 全国規模で需給計画・生産・物流業務を統括する会社。

売上高
営業利益
経常利益
当期純利益

主な増減要因

売上高 409,521 425,000 15,478

234,313 243,200 8,886

売上総利益

売上原価

販売費及び一般管理費 159,151 164,800 5,648

営業利益
営業外収益
営業外費用
経常利益
特別利益

特別損失 3,910 1,800

当期純利益

△ 2,110

税金等調整前当期純利益

法人税等
少数株主利益又は少数株主損失(△)
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７．設備投資、減価償却費、キャッシュ・フロー
（平成19年１月１日～平成19年12月31日）

（１）設備投資、減価償却費

（単位：百万円）

平成18年 平成19年
平成20年

予想

828 109 0
3,691 2,750 3,240
2,716 3,703 2,834
12,187 10,012 11,800
2,598 3,377 2,126
22,020 19,951 20,000
19,571 22,533 22,400

（２）キャッシュ・フロー

（単位：百万円）

平成18年 平成19年
平成20年

予想

28,400

△ 26,800

△ 17,100

20,000
現金及び現金同等物の

投資活動による

35,564
期末残高

△ 9,244
キャッシュ・フロー

22,284

△ 14,956

3,586

土地
設
備
投
資
額

販売機器
その他
計

建物・構築物
機械及び装置

減価償却費

△ 23,306
キャッシュ・フロー
財務活動による

33,000
営業活動による
キャッシュ・フロー

21,806

参考－７



８．セールス状況
（平成19年１月１日～平成19年12月31日）

（単位：千ケース、％）

平成18年 平成19年
平成20年
予想

H19／H18 H20／H19

14,635 16,973 18,008 +16.0 +6.1
42,665 42,373 43,946 △ 0.7 +3.7
14,711 15,659 16,105 +6.4 +2.8
19,298 19,417 20,522 +0.6 +5.7

669 1,364 1,169 +104.0 △ 14.3
8,495 7,603 7,968 △ 10.5 +4.8
1,998 2,044 2,110 +2.3 +3.2
2,245 2,612 2,719 +16.4 +4.1
8,551 7,245 7,933 △ 15.3 +9.5
5,523 5,098 5,310 △ 7.7 +4.2
4,828 5,515 5,485 +14.2 △ 0.5

森の水だより、ミナクア 6,056 8,328 8,603 +37.5 +3.3
10,224 9,427 9,031 △ 7.8 △ 4.2
42,308 42,865 43,542 +1.3 +1.6
182,207 186,237 192,450 +2.2 +3.3

注) 実績はコカ･コーラウエストジャパン、近畿コカ･コーラボトリング、三笠コカ･コーラボトリングの合計値。

 　 一部商品に数量換算値の変更があり、前年に遡って訂正。

＜ブランド別構成比＞

リアルゴールド

そ
の
他

スプライト

紅茶花伝

＜ブランド別＞

コカ・コーラ

爽健美茶
ジョージア

合計

アクエリアス

ファンタ

その他
シロップ、パウダー、食品

Qoo、HI-C、ミニッツメイド

煌、からだ巡茶
まろ茶、一（はじめ）、綾鷹

8.0% 9.1% 9.4%

23.4% 22.8% 22.8%

8.1% 8.4% 8.4%

10.6% 10.4% 10.7%

49.9% 49.3% 48.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成18年 平成19年 平成20年予想

アクエリアス

その他

爽健美茶

ジョージア

コカ・コーラ
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＜パッケージ別＞
（単位：千ケース、％）

平成18年 平成19年
平成20年

予想
H19／H18 H20／H19

リターナブル 1,507 1,563 1,481 +3.8 △ 5.2

ワンウェイ 567 530 531 △ 6.5 +0.1

2,074 2,094 2,012 +1.0 △ 3.9

～ 350ml 10,083 10,330 10,608 +2.4 +2.7

～ 500ml 27,213 30,298 32,883 +11.3 +8.5

～ 1000ml 2,149 1,994 1,835 △ 7.2 △ 8.0

～ 1500ml 8,167 8,406 8,838 +2.9 +5.1

～ 2000ml 20,181 21,844 22,525 +8.2 +3.1

67,794 72,872 76,688 +7.5 +5.2

～ 200ml 36,673 36,934 38,890 +0.7 +5.3

～ 250ml 7,533 7,067 6,806 △ 6.2 △ 3.7

～ 350ml 9,027 10,322 12,453 +14.3 +20.7

～ 500ml 1,589 1,680 1,690 +5.7 +0.6

54,822 56,003 59,839 +2.2 +6.8

9,105 6,569 3,920 △ 27.8 △ 40.3

その他 6,104 5,834 6,446 △ 4.4 +10.5

42,308 42,865 43,544 +1.3 +1.6

182,207 186,237 192,450 +2.2 +3.3
注) 実績はコカ･コーラウエストジャパン、近畿コカ･コーラボトリング、三笠コカ･コーラボトリングの合計値。

　　一部商品に数量換算値の変更があり、前年に遡って訂正。

＜パッケージ別構成比＞

ボ
ト
ル

小計

小計

小
型

大
型

合計

P
E
T

缶

シロップ、パウダー、食品

小計

ボトル缶

1.1% 1.1% 1.0%

21.6% 22.9% 23.6%

15.6% 16.2% 20.0%

30.1%
30.1%

31.1%

5.0%
2.0%

26.6% 26.2% 26.0%

3.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成18年 平成19年 平成20年予想

ボトル缶

その他

缶

大型PET

小型PET

ボトル
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＜チャネル別＞
（単位：千ケース、％）

平成18年 平成19年
平成20年

予想
H19／H18 H20／H19

58,758 59,002 61,848 +0.4 +4.8
36,756 39,369 41,703 +7.1 +5.9
18,832 18,601 19,430 △ 1.2 +4.5
26,659 25,825 24,787 △ 3.1 △ 4.0
17,131 18,371 18,915 +7.2 +3.0
1,666 1,708 1,700 +2.5 △ 0.5

22,404 23,362 24,066 +4.3 +3.0

182,207 186,237 192,450 +2.2 +3.3
注) 実績はコカ･コーラウエストジャパン、近畿コカ･コーラボトリング、三笠コカ･コーラボトリングの合計値。

一部商品に数量換算値の変更があり、前年に遡って訂正。

※１　ベンディング：自動販売機を通じてお客さまに商品を届けるビジネスのこと（小売業）。

※２　チェーンストア：スーパーマーケット等におけるビジネスのこと（卸売業）。

※３　コンビ：コンビニエンスチェーン店の手売りマーケットにおけるビジネスのこと。

※４　リテール：一般食料品店、酒屋などの手売りマーケットにおけるビジネスのこと。

※５　フードサービス：外食マーケットにおいて、シロップ販売を行うビジネスのこと。 

※６　代理店：離島、遠隔地において、コカ・コーラ製品をオペレーションしていただいている協力会社のこと。 

＜チャネル別構成比＞

合計

リテール

代理店

ベンディング

コンビ

チェーンストア

その他

フードサービス

32.2% 31.7% 32.1%

20.2% 21.1% 21.7%

10.3% 10.0% 10.1%

14.6% 13.9% 12.9%

9.4% 9.9% 9.8%

0.9% 0.9% 0.9%

12.4% 12.5% 12.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成18年 平成19年 平成20年予想

代理店

その他

ﾌｰﾄﾞｻｰﾋﾞｽ

ﾘﾃｰﾙ

ﾁｪｰﾝｽﾄｱ

ﾍﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

ｺﾝﾋﾞ

※１

※２

※３

※４

※５

※６
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９．自動販売機の設置状況

（１）設置台数状況

（単位：台）

レギュラー

フルサービス

カップマシン

小計

売却機

合計

※ 上記台数は、コカ・コーラウエストジャパン株式会社、近畿コカ・コーラボトリング株式会社、

三笠コカ・コーラボトリング株式会社の３社合計台数です。

（２）シェア

（単位：％）

アウトマーケットシェア
※ 出典：ニールセン 自販機サーベイ

（３）設置台数予想

（単位：台）

レギュラー

フルサービス

カップマシン

小計

売却機

合計

※ 上記台数は、コカ・コーラウエストジャパン株式会社、近畿コカ・コーラボトリング株式会社、

三笠コカ・コーラボトリング株式会社の３社合計台数です。

投入 引揚

平成19年1月－12月
平成19年末

△ 409 955

37,686 △ 42,777 253,353

△ 2,394 19,797

39,817 △ 44,499 252,398

△ 13,545 88,923

29,413 △ 28,560 143,678

1,364

258,444

8,876

1,528

0

平成18年

36.3

平成19年

36.0

資
産
機

平成18年末

20,663

93,592

142,825

257,080

平成19年末

19,797

143,678資
産
機

88,923

252,398

平成20年1月－12月
平成20年末

投入 引揚

6,545 △ 7,941 87,527

△ 26,335 258,44232,379

24,361 △ 16,789 151,250

1,473 △ 1,605 19,665

253,353 32,379 △ 26,635 259,097

955 0 △ 300 655
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10．ホームマーケットシェア
（平成19年１月１日～平成19年12月31日）

（1）カテゴリー別ホームマーケットシェア
（単位：％）

合計
炭酸

コーラ炭酸
フレーバー炭酸

果汁
コーヒー

缶コーヒー
無糖茶

中国茶
日本茶
ブレンド茶

紅茶
スポーツ
フィットネス
乳類

（出典：インテージ　ストアオーディット）

※ホームマーケットシェアとはスーパー、コンビニエンスストア、酒店、食料品店におけるシェアをいう。

（２）業種別ホームマーケットシェア
（単位：％）

（出典：インテージ　ストアオーディット）

※ホームマーケットシェアとはスーパー、コンビニエンスストア、酒店、食料品店におけるシェアをいう。

平成18年 平成19年

平成18年 平成19年

6.0

77.8
53.2

16.5
49.0
21.6

47.4

21.722.1

47.6

48.5
77.3

77.4
10.4 9.5

72.7

コンビニエンスストア

5.3

酒店

14.3

52.6
16.9

52.8
18.6

22.6

21.7

21.6
18.8

合計

スーパー
19.8
21.5

19.6

37.4

5.6

5.5

22.1

12.9

8.6
9.1

2.7

10.5

18.5

ミネラルウォーター

18.3
50.2
22.1

食料品店

ドラックストア

38.2
23.4
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11．株式の状況

＜株主数・株式数＞

(単位:人､千株､％)

金融機関

証券会社

その他の法人

外国法人等

個人その他

自己名義株式

合計

＜配当金・配当性向（連結）＞

一株当たり

当期純利益（円）

一株当たり

純資産　（円）

一株当たり

年間配当金（円）

みなし

配当性向　（％）

＜株式分割＞

　・平成９年12月末日の株主に対して1：1.1（平成10年２月20日付）

　・平成12年12月末日の株主に対して1：1.1（平成13年２月20日付）

21.00

22.00

48.7

48.7

平成19年

88.29

2,391.83

43.0034.00 36.00 40.00 40.00

13.50

27.00

16.0016.0015.0015.00

30.00 32.00 32.00 34.00

51.1

17.0017.00

39.8 31.0 36.8 42.8

36.8 42.8 51.131.0

17.00 19.00

24.5 28.2 45.2 193.0

28.2 41.1 193.0 39.8

17.00 16.00 18.00 22.00

20.00

2,358.05

20.00 20.00

42.00

2,089.94 2,149.99 2,228.79

20.00 20.00

2,107.74 2,151.52 1,950.06 2,009.39

108.80 93.42 82.22

平成18年平成16年 平成17年

85.48 116.25

平成14年 平成15年平成11年 平成12年 平成13年

17.62113.67 77.82

1,895.49

13.50

23.9

平成10年

124.27 122.20

1,816.64

15.00

21.7 24.5

（中　間）（円）

（期　末）（円）

配当性向　（％）

0.04,932 4.4 1

23,744

1

平成９年

4,947 4.4

100.0 111,125 100.0 21,466 100.0 111,125 100.0

0.0

1.3 29,534 26.6

96.3 12,845 11.6 20,613 96.0 11,853 10.7

1.0 25,008 22.5 274

0.7

2.2 48,839 44.0 479 2.2 48,626 43.7

822 0.7 32 0.2

株式数

741

構成比

0.4 18,676 16.8 67 0.3 15,421 13.9

株主数

84

28

510

248

平成18年12月末 平成19年12月末

22,873

構成比 株式数 構成比 株主数 構成比

0.1
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